
隠
れ
蓑
は
ま
た
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｓ
ｆ

ポ
ー
ト
を
受
け
た
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
前
払
い
カ
ー
ド
、

ま
た
は
両
用
タ
イ
プ
の
カ
ー
ド

が
必
要
だ
。
協
賛
し
て
い
る

金
融
機
関
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
銀

行
を
は
じ
め
と
す
る
、
イ
ン
テ

ル
、
ブ
ラ
デ
ス
コ
、
イ
タ
ウ
、

メ
ル
カ
ー
ド
・
パ
ゴ
、
Ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
、
Ｎ
ｕ
ｂ
ａ
ｎ
ｋ
、
Ｓ

ｉ
ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
、
Ｗ
ｏ
ｏ
ｐ

　

Ｓ
ｉ
ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
の
９
機

関
だ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
し

か
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
な
い
。

　

送
金
サ
ー
ビ
ス
は
Ｃ
ｉ
ｅ

ｌ
ｏ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

介
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
同

社
と
提
携
し
て
い
る
会
社
も

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
わ
っ
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

送
金
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が

持
つ
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
Ｐ
ａ
ｙ

と
連
動
す
る
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

Ｐ
ａ
ｙ
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
必
要
だ
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
ま
だ
、
段
階
的
に

導
入
し
て
い
る
最
中
で
、
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
利
用
者
全
員
が
送

金
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
に
は
時
間
が
か

か
る
。
協
賛
金
融
機
関
も
顧

　
【
既
報
関
連
】
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
９
、１
０
日
付
で
報
じ
た
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

に
よ
る
連
邦
議
会
の
支
持
取
り
付
け
が
目
的
と
思
わ
れ
る
、
主
要
議
員
向
け
の
秘
密

の
資
金
払
い
出
し
が
３
０
億
レ
ア
ル
分
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
不
正
支
出
疑
惑
は
、

「
ボ
ル
ソ
ロ
ン
」
ま
た
は
「
ト
ラ
ト
ラ
ッ
ソ
」（
ト
ラ
ク
タ
ー
を
大
量
購
入
し
た
疑
惑
）

の
名
で
早
く
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
１
１
日
付
同
紙
は
こ
の
件
に
関
し
、
今
度
は

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
リ
ラ
下
院
議
長
（
進
歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）
絡
み
の
疑
惑
を
報
じ
て
い
る
。

　

１
０
日
、
聖
市
ベ
ラ
・
ヴ
ィ

ス
タ
区
で
、
３
歳
の
男
の
子

が
壁
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
死

亡
す
る
事
件
が
起
き
た
。
容

疑
者
と
見
ら
れ
る
少
年
の
母

親
は
茫
然
自
失
の
状
態
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
お
り
、

精
神
科
の
救
急
外
来
に
入
院

し
た
。
同
居
し
て
い
た
祖
母

に
よ
る
と
、
少
年
は
彼
女
と

ｆ
）
が
納
品
し
た
。
Ｃ
ｏ

ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｓ
ｆ
は
、
ア
ル

コ
ル
ン
ブ
レ
前
上
院
議
長
が

８
１
０
０
万
レ
ア
ル
、
フ
ラ

ヴ
ィ
ア・
ア
ル
ー
ダ
下
議
（
当

時
、
現
大
統
領
府
秘
書
室

長
官
）
が
５
０
０
万
レ
ア
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
出
し
、

地
域
開
発
省
か
ら
の
払
い
出

し
を
受
け
た
機
関
だ
。

　

ジ
ュ
ン
ケ
イ
ロ
市
は
リ
ラ

氏
の
父
で
元
上
議
の
ベ
ネ

ジ
ー
ト
・
デ
・
リ
ラ
氏
の

故
郷
で
、
リ
ラ
家
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
物
が
２
８
年
間
、

市
長
を
務
め
て
い
た
。
こ
の

選
挙
で
も
、
リ
ラ
氏
の
い
と

こ
の
ジ
ョ
ア
ン
ジ
ー
ニ
ョ
・
ペ

レ
イ
ラ
氏
が
カ
ル
リ
ー
ニ
ョ

ス
氏
の
支
援
演
説
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ジ
ョ

ア
ン
ジ
ー
ニ
ョ
は
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

ｖ
ａ
ｓ
ｆ
の
役
員
の
ひ
と
り

だ
。
リ
ラ
氏
自
身
も
こ
の
選

挙
で
は
、
カ
ル
リ
ー
ニ
ョ
ス

氏
に
票
を
投
じ
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
選
挙
で

カ
ル
リ
ー
ニ
ョ
ス
氏
が
対
立

候
補
の
レ
ア
ン
ド
ロ
・
シ
ウ

ヴ
ァ
氏（
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党
・

Ｐ
Ｔ
Ｂ
）に
敗
れ
た
こ
と
で
、

事
態
が
複
雑
化
し
た
。
市

長
就
任
前
に
ト
ラ
ク
タ
ー
の

件
を
知
っ
た
レ
ア
ン
ド
ロ
氏

が
こ
の
件
を
問
題
視
し
、
カ

ル
リ
ー
ニ
ョ
ス
氏
に
ト
ラ
ク

タ
ー
と
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
Ｃ

ｏ
ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｓ
ｆ
に
返
す

よ
う
働
き
か
け
た
。
レ
ア

市
長
選
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー
返
却
？

客
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め

る
事
が
で
き
る
。

　

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
Ｐ
ａ
ｙ
を

利
用
す
る
に
は
伯
国
内
で
登

録
さ
れ
た
電
話
番
号
が
必
要

で
、
送
金
サ
ー
ビ
ス
は
暗
証

番
号
か
登
録
さ
れ
た
指
紋
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
ワ
ッ
ツ

ア
ッ
プ
Ｐ
ａ
ｙ
に
登
録
さ
れ

た
口
座
の
利
用
者
が
親
族
や

友
人
を
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
と
し
て
招
く
と
、
こ
れ
ら

の
人
達
は
自
動
的
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
登
録
さ
れ
る
。

　

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
Ｐ
ａ
ｙ
に

登
録
し
た
人
が
送
金
を
行
う

時
は
、
文
書
や
オ
ー
デ
ィ
オ

ス
開
始
を
認
め
た
事
を
受
け

て
、
正
式
に
サ
ー
ビ
ス
開
始

と
な
っ
た
。

　

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
に
よ
る
送

金
サ
ー
ビ
ス
は
個
人
の
利
用

者
同
士
に
限
定
さ
れ
、
１
回

の
送
金
額
は
最
大
１
千
レ
ア

ル
、
月
額
も
５
千
レ
ア
ル
ま

で
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

受
け
取
り
手
は
１
日
に
最
大

２
０
件
の
送
金
を
受
け
取
る

事
が
で
き
る
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
は
協
賛
す
る
金
融
機
関

が
発
行
し
、
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
、
マ

ス
タ
ー
カ
ー
ド
の
両
社
の
サ

　

通
話
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送

信
が
可
能
な
ア
プ
リ
「
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
」
が
、
伯
国
内
で

４
日
か
ら
送
金
サ
ー
ビ
ス
も

始
め
た
と
同
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
に
よ
る
送
金

サ
ー
ビ
ス
は
昨
年
６
月
１
５

日
に
開
始
が
宣
言
さ
れ
た

が
、
同
様
の
送
金
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
Ｐ
ｉ
ｘ
の
導
入
を
進

め
て
い
た
中
央
銀
行
が
、
１

週
間
後
に
差
し
止
め
た
。
だ

が
今
回
は
、
３
月
３
０
日
に

中
央
銀
行
が
親
会
社
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
送
金
サ
ー
ビ

個
人
限
定
で
月
５
千
レ
ア
ル
ま
で

出
場
選
手
た
ち
へ
の
接
種
開
始

３
月
３
０
日
に
中
銀
の
許
可
出
る

を
送
信
す
る
時
同
様
、
連
絡

先
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
後
、
送

金
（tran

sicao

）
の
オ
プ

シ
ョ
ン
を
選
べ
ば
よ
い
。
送
金

は
無
料
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
送
金
さ
れ
る
。

　

こ
の
送
金
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
提
携
金
融
機
関

の
口
座
が
開
設
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
専

門
家
は
利
用
者
は
限
定
さ
れ

る
と
い
う
が
、
Ｐ
ｉ
ｘ
同
様

に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
無

料
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
送
金

が
可
能
と
い
う
利
点
は
大
き

い
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
マ
ー

ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
会
長

は
、
伯
国
は
世
界
に
先
駆
け

て
送
金
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

た
国
の
一
つ
と
し
、
伯
国
で
の

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
の
普
及
を
喜
ん

で
い
る
。

ワッツアップによる送金サービスの画面
（Divulgacao）

１１日の記者会見（Marcello Camargo）

Ｔ
Ｃ
Ｕ
も
事
態
を
問
題
視

東 京 五 輪 ン
ド
ロ
氏
は
今
年
の
１
月
８

日
に
市
の
人
事
局
に
対
し
、

「
前
任
者
が
市
に
必
要
の
な

い
資
産
の
返
却
を
行
っ
た
」

と
の
確
認
の
報
告
ま
で
行
っ

て
い
る
。

　

今
回
の
報
道
で
は
、
リ
ラ

氏
の
要
請
で
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｖ

ａ
ｓ
ｆ
に
支
払
わ
れ
た
資

金
は
７
千
万
レ
ア
ル
で
、
そ

の
ほ
か
に
も
、
３
千
万
レ
ア

ル
が
国
家
干
害
対
策
工
事
局

（
Ｄ
ｎ
ｏ
ｃ
ｓ
）
に
支
払

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら

か
に
さ
れ
た
。
Ｄ
ｎ
ｏ
ｃ
ｓ

で
は
単
価
１
０
万
レ
ア
ル
以

上
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
４
４
台

購
買
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

　

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｓ
ｆ
は
セ

ン
ト
ロ
ン
が
支
配
し
て
い
る

公
社
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
現
政
権
に
な
っ
て
か
ら

資
金
配
分
が
急
増
し
て
い
る

公
的
機
関
の
一
つ
だ
。
同
紙

に
よ
る
と
、
大
統
領
か
ら
の

並
行
予
算
の
支
払
い
を
受
け

た
議
員
た
ち
は
、ト
ラ
ク
タ
ー

の
大
量
購
入
の
ほ
か
に
、
票

田
と
な
る
地
域
の
高
速
道
な

ど
の
舗
装
工
事
に
１
６
億
レ

共
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
が
、

午
前
９
時
頃
、
台
所
に
い
た

母
親
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
泣

き
始
め
た
の
で
、「
抱
い
て
く

れ
」
と
せ
が
ん
で
い
る
の
だ

と
思
っ
て
い
た
ら
、
し
ば
ら
く

し
て
何
か
が
壁
に
打
ち
付
け

ら
れ
る
大
き
な
音
が
し
、
少

年
が
泣
き
止
ん
だ
と
い
う
。

そ
の
後
に
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る

音
も
し
た
た
め
、
祖
母
が
様

子
を
見
に
行
く
と
、
少
年
は

意
識
を
失
っ
て
床
に
横
た
わ
っ

て
お
り
、
吐
し
ゃ
物
も
あ
っ
た

と
い
う
。
救
急
隊
員
が
蘇
生

術
を
施
し
た
後
、
病
院
に
運

ん
だ
が
、
助
か
ら
な
か
っ
た
。

母
親
は
減
量
の
た
め
の
薬
を

服
用
し
始
め
て
か
ら
４
度
の

入
院
歴
が
あ
り
、
発
作
的
に

子
供
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
可

能
性
が
高
い
が
、
ジ
ャ
イ
リ
ー

ニ
ョ
事
件
以
来
、
虐
待
が
問

題
化
し
て
い
る
だ
け
に
気
に

な
る
話
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
２
日
に
聖
市
地
下
鉄
が

ス
ト
を
行
う
可
能
性
が
出
て

い
る
。
１
０
日
に
地
下
鉄
職

員
の
組
合
が
発
表
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
止
ま
る
可
能

性
が
あ
る
の
は
１
、２
、３
号

線
と
モ
ノ
レ
ー
ル
１
５
号
線

で
、
運
営
管
轄
の
異
な
る
４

号
線
と
５
号
線
は
対
象
外

だ
。
組
合
に
よ
る
と
、
職
員

た
ち
は
、
前
回
の
給
与
調
整

後
の
イ
ン
フ
レ
分
に
相
当
す

る
１
０
％
ほ
ど
の
給
与
値
上

げ
と
、
５
０
％
の
夜
間
手
当
、

７
０
％
の
休
日
出
勤
手
当
を

求
め
て
い
る
と
い
う
。
ス
ト

を
行
う
か
否
か
は
１
１
日
の

話
し
合
い
で
決
ま
る
が
、
ど

う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
の
フ
ラ

メ
ン
ゴ
が
ス
ー
パ
ー
「
ア
ヴ
ァ

ン
」
の
資
金
提
供
受
け
入
れ

を
了
承
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に

同
社
の
ロ
ゴ
を
つ
け
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
が
、
そ
れ
が
大

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

同
社
社
長
の
ル
シ
ア
ノ
・
ハ
ン

氏
が
熱
烈
な
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大

統
領
支
持
者
の
た
め
。
ネ
ッ

ト
で
は
早
速
、
熾
烈
な
反
対

運
動
が
起
き
て
い
る
。
庶
民

派
で
有
名
な
フ
ラ
メ
ン
ゴ
に

は
確
か
に
不
似
合
い
か
。

　

国
家
衛
生
監
督
庁
（
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）
が
１
０
日
夜
、

持
病
の
あ
る
妊
婦
へ
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
・
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
即
刻
中
止
す
る
よ
う
要

請
す
る
文
書
を
発
行
、
複
数

の
州
が
一
時
停
止
を
決
め
た

と
１
０
、１
１
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
庁
の
要
請
は
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
・
ワ
ク
チ
ン
の
使

用
説
明
書
に
従
っ
た
も
の
で
、

国
内
で
接
種
を
受
け
た
人
に

起
き
る
副
反
応
を
詳
細
に
観

察
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
は

妊
婦
に
も
使
用
可
能
と
さ
れ

て
い
る
が
、
超
低
温
保
管
が

必
要
な
た
め
、
州
都
で
し
か

使
用
で
き
な
い
。

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ワ
ク

チ
ン
の
使
用
説
明
書
に
は
妊

婦
へ
の
使
用
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
説
明
書
に
明
確
な

記
載
の
な
い
適
用
は
「
オ
フ
・

ラ
ベ
ル
」
と
呼
ば
れ
、
個
々

の
患
者
の
状
態
を
診
た
医
師

な
ど
の
処
方
に
従
っ
て
使
用

す
る
事
が
原
則
と
さ
れ
て
い

る
。

　

伯
国
で
は
妊
婦
が
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
、
出
産
後
に

死
亡
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
重
症
化
し
た
た
め
に
帝

王
切
開
で
子
供
を
救
っ
た
が

母
親
は
亡
く
な
っ
た
り
す
る

例
が
続
い
て
お
り
、
４
月
に

は
、
保
健
相
が
可
能
な
ら
妊

娠
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
要
請

す
る
と
同
時
に
、
妊
婦
や
産

後
４
５
日
以
内
の
女
性
を
優

先
接
種
の
対
象
に
加
え
た
。

妊
婦
へ
の
接
種
は
５
月
開
始

の
予
定
だ
っ
た
。

　
一
例
は
聖
州
で
、
１
８
歳

以
上
で
慢
性
疾
患
を
持
つ
妊

婦
や
産
後
間
も
な
い
女
性
約

１
０
万
人
へ
の
接
種
は
１
１

日
か
ら
の
予
定
だ
っ
た
が
、

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
の
要
請
を
受

け
、
州
保
健
局
が
慢
性
疾
患

の
あ
る
妊
婦
へ
の
接
種
停
止

を
決
め
た
。
産
後
間
も
な
い

女
性
へ
の
接
種
は
予
定
通
り

行
わ
れ
て
い
る
。
妊
婦
へ
の
接

種
は
保
健
省
の
指
示
を
待
っ

て
決
め
る
予
定
だ
。

　

同
様
の
措
置
は
リ
オ
州
や

南
大
河
州
、
バ
イ
ア
州
な
ど

で
も
採
ら
れ
て
い
る
。
州
や

市
の
接
種
停
止
措
置
は
、
保

健
省
の
方
針
が
決
ま
る
ま
で

継
続
さ
れ
る
。

　

１
１
日
、
保
健
省
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
な

ど
や
監
督
な
ど
の
関
係
者
全

員
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
う
こ
と
を
正
式

に
発
表
し
た
。
１
１
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
記
者
会

見
は
１
１
日
に
行
わ
れ
た
。

マ
ル
セ
ロ
・
ケ
イ
ロ
ガ
保
健

相
は
こ
の
席
で
、「
選
手
た
ち

に
は
、
試
合
に
ベ
ス
ト
な
体

調
で
臨
ん
で
、
た
く
さ
ん
メ

ダ
ル
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
積
極
的
に
行
う
つ
も
り
だ
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

同
保
健
相
は
ま
た
、「
ワ

ク
チ
ン
の
数
は
充
分
に
あ
り
、

こ
の
選
手
た
ち
へ
の
接
種
が
、

現
在
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
計
画
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
念

を
押
し
た
。

　

ケ
イ
ロ
ガ
保
健
相
は
、
国

内
で
流
通
し
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
と
は
別
に
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

を
通
じ
て
、
米
国
フ
ァ
イ
ザ
ー

４
月
は
３
月
よ
り
抑
え
目
も

年
間
累
積
は
目
標
上
限
超
過
中

約
１
８
０
０
人
が
対
象
に

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
で
送
金
可
能
に

インフレ

妊
婦
へ
の
接
種
の
中
止
要
請

聖
州
な
ど
即
座
に
停
止
決
め
る

国家衛生監督庁

リラ下院議長（Fabio Rodrigues Pozzebom）
　

１
０
日
ま
で
の
報
道
で
は
、

リ
ラ
下
院
議
長
は
、
ダ
ヴ
ィ・

ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
前
上
院
議
長

（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、
Ｐ

Ｐ
党
首
の
シ
ロ
・
ノ
ゲ
イ
ラ

上
議
、
上
院
連
邦
政
府
リ
ー

ダ
ー
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ベ

ゼ
ー
ラ
上
議
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
に

つ
ぐ
多
額
の
払
い
出
し
を
、

正
規
の
議
員
割
当
金
以
外
に

受
け
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
リ
ラ
氏
が
地
域

開
発
省
か
ら
受
け
た
と
さ
れ

る
１
億
１
４
６
０
万
レ
ア
ル

は
、
１
６
年
分
の
議
員
割
当

金
に
相
当
す
る
額
だ
。

　

１
１
日
の
報
道
で
は
、
そ

れ
ま
で
は
詳
細
が
あ
き
ら

か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
リ

ラ
氏
絡
み
の
金
の
動
き
の
詳

細
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
同
紙
に
よ
る
と
、
昨
年

の
市
長
選
の
３
週
間
前
、
ア

ラ
ゴ
ア
ス
州
ジ
ュ
ン
ケ
イ
ロ

の
市
長
で
、
再
選
を
目
指

し
て
い
た
カ
ル
ロ
ス
・
ア
ウ

グ
ス
ト
氏
（
通
称
カ
ル
リ
ー

ニ
ョ
ス
、
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ

Ｂ
）
の
も
と
に
、ト
ラ
ク
タ
ー

と
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
各
１
台
が

送
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
と
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
は
、
一
連
の
報
道
で
渦

中
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
と
パ

ル
ナ
イ
ー
バ
川
流
域
の
開
発

公
社
（
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｓ

ア
ル
が
求
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
今

回
の
ボ
ル
ソ
ロ
ン
報
道
を「
で

た
ら
め
だ
」
と
批
判
し
て
い

る
。
だ
が
、
連
邦
会
計
検

査
院
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
は
、
今

回
の
３
０
億
レ
ア
ル
に
加

え
、
合
計
で
５
３
億
３
千
万

レ
ア
ル
の
公
金
が
議
会
で
の

大
統
領
の
地
盤
固
め
に
使
わ

れ
た
と
の
疑
問
を
抱
い
て
い

る
と
い
う
。

リラ下院議長の疑惑詳細浮上ボルソロン
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に
聖
市
、
リ
オ
市
、
セ
ア
ラ
ー

州
フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
市
の
３

都
市
で
は
じ
ま
り
、
１
７
日

か
ら
は
南
大
河
州
ポ
ル
ト
・

ア
レ
グ
レ
市
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア

で
も
行
わ
れ
る
。
具
体
的
な

日
程
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
も
加
わ

る
予
定
だ
。

　

７
月
２
３
日
に
は
じ
ま
る

東
京
五
輪
に
関
し
て
は
、
伯

国
内
で
も
懐
疑
的
な
声
が
出

は
じ
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

米
州
で
の
体
操
の
出
場
選
手

は
６
月
に
リ
オ
市
で
開
催
さ

れ
る
汎
米
大
会
で
出
場
選
手

を
決
め
る
が
、
伯
国
で
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
恐
れ
て
、
カ

ナ
ダ
が
出
場
を
断
念
す
る
決

断
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
０
日
付
の
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で

は
、
日
本
国
内
の
世
論
調
査

で
は
国
民
の
５
９
％
が
五
輪

開
催
に
反
対
し
て
い
る
こ
と

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
伯
国

内
で
は
現
時
点
で
選
手
た
ち

の
出
場
を
見
合
わ
せ
る
話
は

出
て
い
な
い
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
１
１
日
、
４
月
の
消
費
者

物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
は

前
月
比
で
０
・
３
１
％
高
で

イ
ン
フ
レ
・
ペ
ー
ス
が
落
ち

た
が
、
１
２
カ
月
間
の
累
積

は
依
然
と
し
て
、
政
府
の
イ

ン
フ
レ
目
標
の
上
限
以
上
を

保
っ
て
い
る
。
１
１
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

４
月
の
物
価
を
押
し
上
げ

た
の
は
、「
保
健
衛
生
費
」

の
１
・
１
９
％
と
「
飲
食
費
」

の
０
・
４
％
だ
。
飲
食
費
は

３
月
の
０
・
１
３
％
の
３
倍

の
上
昇
幅
と
な
っ
た
。

　

３
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
は
０
・

９
３
％
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ

に
比
べ
る
と
４
月
の
イ
ン
フ

レ
率
は
だ
い
ぶ
収
ま
り
は
し

た
も
の
の
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー

グ
が
予
想
し
た
０
・
２
９
％

は
上
回
っ
た
。

　

こ
れ
で
、
１
２
カ
月
間

累
積
の
イ
ン
フ
レ
率
は
６
・

７
６
％
と
な
っ
た
。
連
邦

政
府
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は

中
央
値
が
３
・
７
５
％
で
、

上
限
は
そ
れ
に
１
・
５
％
ポ

イ
ン
ト
を
プ
ラ
ス
し
た
５
・

２
５
％
だ
か
ら
、
い
ま
だ
に

上
限
を
１
・
５
１
％
Ｐ
高
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
央
銀
行
の
通
貨
政
策
委

員
会
は
５
日
、
イ
ン
フ
レ
抑

制
の
た
め
、
経
済
基
本
金

利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
を
０
・

７
５
％
Ｐ
引
き
上
げ
て
年

３
・
５
０
％
に
し
た
が
、
引

き
上
げ
発
表
時
に
は
す
で

に
、
６
月
の
会
議
で
は
さ
ら

に
０
・
７
５
％
Ｐ
上
げ
、
年

４
・
２
５
％
に
す
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

製
薬
か
ら
４
０
５
０
回

分
、
中
国
シ
ノ
バ
ッ
ク
社

か
ら
８
千
回
分
の
ワ
ク
チ

ン
の
提
供
を
受
け
た
こ
と

を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

連
邦
政
府
の
目
算
で

は
、
今
回
の
接
種
対
象
者

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す

る
選
手
や
監
督
、
委
員
会

関
係
者
、
日
本
に
滞
在
予

定
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な

ど
で
、
計
１
８
１
４
人
に

及
ぶ
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

予
防
接
種
は
、
１
２
日



鴨
かも

井
い

ルーベンス氏
し

が新
しん

会
かい

長
ちょう

にＮＣＣ
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当時の海岸地帯の地図

　

聖せ
い

州し
ゅ
うア

ル
ジ
ャ
市し

に
あ
る
日に

っ

系け
い

最さ
い

大だ
い

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ニ
ッ
ポ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
佐さ

さ々

木き

ヴ
ァ
ル
テ
ル
会か

い

長ち
ょ
う、

以い

下か

Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
は
４
月が

つ

２
５
日に

ち

に
総そ

う

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
、１
２
年ね

ん

間か
ん

会か
い

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
た
佐さ

さ々

木き

氏し

が
勇ゆ

う

退た
い

し
、鴨か

も

井い

春は
る

海み

ル
ー
ベ
ン
ス
氏し

（
６
２

歳さ
い

）
が
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うに

就
し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。
単た

ん

一い
つシ

ャ
ッ
パ
で
２
４
年ね

ん

ま
で
の
新し

ん

理り

事じ

会か
い

が
決き

ま
っ
た
。

ニ
ッ
パ
ク
紙し

が
６
日か

付づ

け
で
報ほ

う

じ
た
。

同ど
う

氏し

の
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル

で
の
学が

く

生せ
い

時じ

代だ
い

や
兵へ

い

役え
き

、
仕し

事ご
と

、
妻つ

ま

と
の
出で

会あ

い
話ば

な
し

な
ど

も
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
る
。
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

や
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

「
こ

ど
も
の
園そ

の

」、
ブ
ラ
ジ
ル
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

貢こ
う

献け
ん

活か
つ

動ど
う

も
記し

る

し
て
い

全ぜ
ん

編ぺ
ん

１
５
５
頁ぺ

ー
じ

に
わ
た
り
谷た

に

口ぐ
ち

氏し

の
生

し
ょ
う

涯が
い

が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
本ほ

ん

で
は
、
谷た

に

口ぐ
ち

氏し

の
ル

ー
ツ
で
あ
る
両

り
ょ
う

親し
ん

や
親し

ん

戚せ
き

の

こ
と
か
ら
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
詳く

わ

し
く
書か

か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
両

り
ょ
う

親し
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
移い

住じ
ゅ
うを

行
お
こ
な

っ

た
時じ

代だ
い

背は
い

景け
い

や
経け

い

済ざ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
う、

　

ブ
ラ
ジ
ル
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
ー
慎し

ん

一い
ち

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う（

二に

世せ
い

）
が
、
自じ

伝で
ん

『
私

わ
た
し

の
人じ

ん

生せ
い

』
を
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
。

　

同ど
う

書し
ょ

は
、
２
０
１
６
年ね

ん

に

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

版ば
ん

で
初し

ょ

版は
ん

を

刷す

り
、
１
９
年ね

ん

に
改か

い

訂て
い

版ば
ん

を

編へ
ん

集し
ゅ
う、

今こ
ん

回か
い

は
そ
の
改か

い

訂て
い

版ば
ん

を
日に

本ほ
ん

語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

し
た
も
の
。

新し
ん

役や
く

員い
ん

で
運う

ん

営え
い

ス
タ
ー
ト

文ぶ
ん

協き
ょ
う

追つ
い

加か

理り

事じ

を
決け

っ

定て
い

「
私わ

た
し

の
人じ

ん

生せ
い

」
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

谷た
に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
ー
氏し

が
自じ

伝で
ん

る
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

氏し

は
、「
私わ

た
しの

ル
ー
ツ

で
あ
る
両

り
ょ
う

親し
ん

の
物も

の

語が
た
りや

今い
ま

ま

で
の
私わ

た
しの

半は
ん

生せ
い

を
一い

っ

冊さ
つ

に
ま
と

め
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
き

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

、
誰だ

れ

も
が
そ
の
夢ゆ

め

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
に
多お

お

く
の

困こ
ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
、
そ
れ
を
克こ

く

服ふ
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

マナウス

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

が
草く

さ

の
根ね

無む

償し
ょ
う

供き
ょ
う

与よ

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

特と
く

別べ
つ

学が
っ

校こ
う

の
整せ

い

備び

に

昨さ
く

年ね
ん

１
月が

つ

に
実じ

っ

施し

し
た
新し

ん

規き

会か
い

員い
ん

募ぼ

集し
ゅ
うキ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

５
０
０
世せ

帯た
い

の
新し

ん

規き

会か
い

員い
ん

を

獲か
く

得と
く

し
て
い
る
。

　

佐さ

さ々

木き

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは

「
会か

い

員い
ん

の
減げ

ん

少し
ょ
うも

あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍か

の
困こ

ん

難な
ん

な
時じ

期き

に

残の
こ

っ
て
く
れ
た
会か

い

員い
ん

、
新あ

ら

た

な
入

に
ゅ
う

会か
い

も
獲か

く

得と
く

で
き
ま
し
た
」

と
コ
メ
ン
ト
を
よ
せ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
近き

ん

代だ
い

化か

と
し
て
は

古ふ
る

い
建た

て

物も
の

全す
べ

て
の
改か

い

修し
ゅ
うや

ク

ラ
ブ
全ぜ

ん

体た
い

の
管か

ん

理り

シ
ス
テ
ム

を
デ
ジ
タ
ル
化か

、
ま
た
若わ

か

者も
の

へ
の
ニ
ー
ズ
を
意い

識し
き

し
ク
ラ
ブ

全ぜ
ん

体た
い

に
最さ

い

新し
ん

ワ
イ
フ
ァ
イ
導ど

う

入に
ゅ
うを

行
お
こ
な

っ
て
き
た
。

　

佐さ

さ々

木き

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは

「
コ
ロ

ナ
禍か

と
な
っ
て
か
ら
会か

い

員い
ん

と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維い

持じ

す
る
た
め
に
若わ

か

者も
の

た
ち
が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

割わ
り

を
担に

な

っ
て
く
れ
た
」

と
語か

た

る
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
に
は
９
７
年ね

ん

に
設せ

つ

立り
つ

し
社し

ゃ

会か
い

文ぶ
ん

化か

活か
つ

動ど
う

や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行お

こ
な

う
「
ム
ヴ
ィ

メ
ン
ト
・
ジ
ョ
ヴ
ェ
ン
」
や
、

１
２
～
１
８
歳さ

い

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ

る
「
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ド
・
フ

ト
ゥ
ー
ロ
」
と
い
う
若わ

か

者も
の

の
組そ

織し
き

が
あ
り
、「
活か

つ

動ど
う

を
通と

お

し
て

未み

来ら
い

の
リ
ー
ダ
ー
を
育い

く

成せ
い

す

る
場ば

」
と
佐さ

さ々

木き

会か
い

長ち
ょ
うは

位い

置ち

づ
け
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以い

前ぜ
ん

の

２
０
２
０
年ね

ん

に
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｌ 

Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
日に

っ

系け
い

ス
ポ
ー
ツ

親し
ん

善ぜ
ん

競き
ょ
う

技ぎ

大た
い

会か
い

）」
で
、
運う

ん

日に
っ

系け
い

最さ
い

大だ
い

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ラ
ブ

前ぜ
ん

任に
ん

者し
ゃ

方ほ
う

針し
ん

を
継け

い

承し
ょ
う

、
課か

題だ
い

熟じ
ゅ
く

知ち

た
現げ

ん

実じ
つ

を
、
多お

お

く
の
方か

た

に
読よ

ん
で
い
た
だ
き
、
想そ

う

像ぞ
う

し
共

き
ょ
う

感か
ん

し
て
も
ら
え
れ
ば
幸さ

い
わ

い
で

す
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

同ど
う

冊さ
っ

子し

に
興

き
ょ
う

味み

あ
る
人ひ

と

は
、

本ほ
ん

人に
ん

ま
で
に
連れ

ん

絡ら
く

を
。
ニ
ッ

　

在ざ
い

マ
ナ
ウ
ス
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

は

４
月が

つ

２
７
日に

ち

、
ア
マ
ゾ
ナ
ス

州し
ゅ
うイ

タ
コ
ア
チ
ア
ラ
市し

の
同ど

う

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

を
支さ

さ

え
る
親お

や

と
友と

も

の

会か
い

（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｅ
イ
タ
コ
ア
チ

ア
ラ
、
シ
ラ
ン
ジ
ェ
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
会か

い

長ち
ょ
う）

と
の
間あ

い
だ

で
、
草く

さ

の
根ね

・
人に

ん

間げ
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

無む

償し
ょ
う

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くに

よ
る
「
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

特と
く

別べ
つ

学が
っ

校こ
う

整せ
い

備び

計け
い

画か
く

」

供き
ょ
う

与よ

式し
き

を
実じ

っ

施し

し
た
。

（５）

　

鴨か
も

井い

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うは

１
５
歳さ

い

か
ら
同ど

う

ク
ラ
ブ
に
入

に
ゅ
う

会か
い

し
、

２
０
０
１
年ね

ん

に
文ぶ

ん

化か

芸げ
い

術
じ
ゅ
つ

部ぶ

長ち
ょ
う、

０
５
年ね

ん

に
社し

ゃ

会か
い

部ぶ

副ふ
く

部ぶ

長ち
ょ
う、

０
９
年ね

ん

に
社し

ゃ

会か
い

部ぶ

長ち
ょ
う、

２
１
年ね

ん

か
ら
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
、
ク
ラ
ブ
が
抱か

か

え
る
課か

題だ
い

を
熟

じ
ゅ
く

知ち

し
て
い
る
。

　

佐さ

さ々

木き

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは

「
鴨か

も

井い

氏し

は
新し

ん

人じ
ん

事じ

に
あ
た
り
、
移い

行こ
う

後ご

も
滞

と
ど
こ
おり

な
い
よ
う
人ひ

と

も

連つ

れ
て
来き

て
い
る
。
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
な
移い

行こ
う

が
出で

来き

た
」
と
語か

た

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
自じ

分ぶ
ん

の
仕し

事ご
と

に

つ
い
て
「
執し

っ

行こ
う

役や
く

員い
ん

や
、
共と

も

に
仕し

事ご
と

に
携た

ず
さ

わ
っ
た
各か

く

部ぶ

門も
ん

部ぶ

長ち
ょ
うと

い
っ
た
有ゆ

う

能の
う

な
チ
ー
ム

の
お
陰か

げ

で
こ
こ
ま
で
出で

来き

た
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

と
共と

も

に
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　

佐さ

さ々

木き

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは

任に
ん

期き

中ち
ゅ
うに

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
近き

ん

代だ
い

化か

や
知ち

名め
い

度ど

向こ
う

上じ
ょ
うに

努つ
と

め
て
き
た
。

過か

去こ

５
年ね

ん

間か
ん

の
平へ

い

均き
ん

会か
い

員い
ん

数す
う

は
４
千せ

ん

世せ

帯た
い

だ
っ
た
と
こ
ろ
、

ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

で
も
２
冊さ

つ

保ほ

管か
ん

し

て
い
る
た
め
、
早は

や

い
も
の
勝が

ち

で
譲ゆ

ず

る
。（
谷た

に

口ぐ
ち

氏し

メ
ー
ル
＝

jo
setan

ig
u

ti1
9

4
2

@
gm

ail.com

）

　

教
き
ょ
う

育い
く

や
医い

療り
ょ
うの

環か
ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

を
図は

か

り
、
利り

用よ
う

者し
ゃ

の
生せ

い

活か
つ

の

質し
つ

を
向こ

う

上じ
ょ
うや

健け
ん

康こ
う

的て
き

な
育い

く

成せ
い

促そ
く

進し
ん

の
た
め
８
万ま

ん

６
１
３
８

米べ
い

ド
ル
が
供

き
ょ
う

与よ

さ
れ
る
。
同ど

う

団だ
ん

体た
い

が
運う

ん

営え
い

す
る
特と

く

別べ
つ

学が
っ

校こ
う

の
電で

ん

気き

設せ
つ

備び

の
改か

い

修し
ゅ
うや

機き

材ざ
い

一い
っ

式し
き

（
エ
ア
コ
ン
１
７
台だ

い

、

理り

学が
く

療り
ょ
う

法ほ
う

及お
よ

び
歯し

科か

医い

療
り
ょ
う

機き

材ざ
い

）
の
整せ

い

備び

に
使つ

か

わ
れ
る
。

　

式し
き

に
は
中な

か

村む
ら

玲れ
い

子こ

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

代だ
い

理り

、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
会か

い

長ち
ょ
うの

ほ
か
、
マ
リ
オ
・
ア
ブ
ラ
イ
ン

同ど
う

市し

市し

長ち
ょ
うを

は
じ
め
と
す
る
、

同ど
う

団だ
ん

体た
い

へ
提て

い

携け
い

し
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

行
お
こ
な

っ
て
い
る
保ほ

健け
ん

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、

教
き
ょ
う

育い
く

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

局き
ょ
く

長ち
ょ
うと

い
っ
た
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。 

　

同ど
う

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｅ
は
約や

く

４
２
年ね

ん

の
間あ

い
だ、

州
し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

、
市し

役や
く

所し
ょ

、

全ぜ
ん

国こ
く

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｅ
連れ

ん

盟め
い

と
連れ

ん

携け
い

し
な
が
ら
、
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

の
権け

ん

利り

保ほ

護ご

や
、
能の

う

力り
ょ
く

向こ
う

上じ
ょ
うへ

の
活か

つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
き
た
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

支し

援え
ん

団だ
ん

体た
い

。

　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
会か

い

長ち
ょ
うは

挨あ
い

拶さ
つ

で

配は
い

布ふ

中ち
ゅ
うだ

。
連れ

ん

日じ
つ

、
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

が
取と

り
に
来き

て
い
る
。
早は

や

い
も
の
勝が

ち
な
の
で
、
な
く

な
っ
た
ら
ソ
レ
き
り
。
さ
ら

に
必ひ

つ

要よ
う

な
方か

た

は
中な

か

沢ざ
わ

さ
ん
ま

で
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
連れ

ん

絡ら
く

を
。
メ
ー
ル

（n
ak

azaw
a.b

razil@
gm

ail.com

）、
ま
た
は
電で

ん

話わ

／W
h

atsA
pp

（
１
１ 

・
９
８
１
４
１
・
６
４
７
４
）

ま
で
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）

が
１
７
人に

ん

の
追つ

い

加か

理り

事じ

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。
任に

ん

期き

は
２
年ね

ん

。
追つ

い

加か

理り

事じ

含ふ
く

む
今こ

ん

期き

文ぶ
ん

協き
ょ
う

役や
く

員い
ん

メ
ン
バ
ー
は
以い

下か

の
通と

お

り
。

◎
理り

事じ

会か
い

【
会か

い

長ち
ょ
う】

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト

【
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う】

西に
し

尾お

ロ
ベ
ル
ト

義よ
し

弘ひ
ろ

（
第だ

い

一い
ち

）、
秀ひ

で

島し
ま

マ
ル
セ

ロ
（
第だ

い

二に

）、
頃こ

ろ

末す
え

ア
ン
ド
レ

（
第だ

い

三さ
ん

）、
佐さ

さ々

木き

ヴ
ァ
ル
テ

ル
（
第だ

い

四よ
ん

）、
和わ

田だ

ロ
ド
ル
フ

ォ
（
第だ

い

五ご

）、
山や

ま

下し
た

リ
ジ
ア
玲れ

い

子こ

（
第だ

い

六ろ
く

）、
山や

ま

村む
ら

シ
ル
ビ
オ

（
第だ

い

七な
な

）

【
専せ

ん

任に
ん

理り

事じ

】
照て

る

屋や

ヒ
ュ
ー
ゴ

武た
け

次じ

【
常

じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

】
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

（
第だ

い

一い
ち

）、
ウ
エ
ダ
・
マ
サ
ミ
・

ジ
ュ
ニ
ア
（
第だ

い

二に

）

【
会か

い

計け
い

専せ
ん

任に
ん

理り

事じ

】
石い

し

川か
わ

タ

ケ
シ

【
会か

い

計け
い

理り

事じ

】
オ
オ
ツ
カ
・
ウ

ィ
ル
ソ
ン・ト
シ
ヒ
コ
（
第だ

い

一い
ち

）、

第
２
章　
　
夢
の
ブ
ラ
ジ
ル

　

船
内
で
の
活
動
は
豊
富
で
、
若
い
人
た
ち
の
間
で
は
相
撲
や
柔
道
、
腕
相

撲
な
ど
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
数
年
後
、
そ
れ
ら
の
娯
楽
、
特
に
柔

道
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
み
な
ら
ず
、
世
界
で
も
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
ま
で
な
る
と
は
彼
ら
に
は
知
る
す
べ
も
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

　

父
は
身
長
１
７
０
セ
ン
チ
で
当
時
と
し
て
は
身
体
が
大
き
く
、
頑
丈
な
農

夫
だ
っ
た
の
で
挑
戦
さ
れ
た
ら
あ
ら
ゆ
る
勝
負
に
挑
み
、
ヘ
マ
も
惨
敗
も
す

る
こ
と
も
な
く
常
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

鴨
かも

井
い

春
はるみ

海ルーベンス新
しん

会
かい

長
ちょう

と佐
さ

々
さ

木
き

ヴァルテル前
ぜん

会
かい

長
ちょう

「私
わたし

の人
じん

生
せい

」

い
、
辛
抱
強
く
次
の
停
泊
時
を
待
っ
た
。

　

船
が
次
に
投
錨
し
た
時
点
で
父
が
予
測
し
た
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
年
配
の
男
性
は
ま
た
も
や
酒
や
た
ば
こ
と
い
う
余
計
な
買
い
物
を
し
、

ひ
弱
な
新
垣
君
に
強
制
的
に
払
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
根
っ
か
ら
正
義

心
の
強
い
父
は
直
ち
に
割
り
込
み
、
そ
の
年
配
の
人
に
近
づ
き
、
新
垣
君
が

今
ま
で
支
払
っ
た
金
額
を
全
部
返
す
よ
う
に
と
説
き
つ
け
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
着
く
ま
で
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
態
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

果
て
し
な
い
航
海
の
後
、
巨
大
な
鎌
倉
丸
は
１
９
３
１
年
２
月
１
０
日
に

よ
う
や
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
ト
ス
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
若
者

達
は
お
互
い
に
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
心
に
抱
い
て
い
る
不
安
を
語
り
合

う
こ
と
も
、
行
き
先
の
目
的
地
な
ど
に
つ
い
て
も
語
り
合
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
お
互
い
へ
の
幸
運
の
願
い
は
、
大
い
に
交
換

さ
れ
ま
し
た
。
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
声
と
、
異
国
の
地
で
の
新
し
い
人
生
の

言
い
よ
う
の
な
い
希
望
に
つ
い
て
の
交
流
は
賑
や
か
で
し
た
。

　

予
想
通
り
、
新
垣
君
は
マ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
の
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
市
へ
向
か

い
ま
し
た
。
私
の
父
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
南
海
岸
地
帯
に
あ
る
現
在
の
ペ
ド

ロ
・
デ
・
ト
レ
ド
と
呼
ば
れ
る
地
区
、
ア
レ
ク
リ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
彼
は
、
す
で
に
様
々
な
面
で
助
け
て
頂
い
て
い
た
従
兄
の
政
孝
さ
ん
が
働

い
て
い
た
耕
地
に
雇
わ
れ
、
す
ぐ
に
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
日
々
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、大
き
な
グ
ル
ー

プ
の
中
に
は
や
は
り
弱
い
者

い
じ
め
が
一
人
ぐ
ら
い
は
現

れ
る
の
が
常
ら
し
い
。
そ
の

船
の
上
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
新
垣
君
と
い
う
背
の
低

い
、
ひ
弱
な
１
９
歳
の
青
年

が
一
人
旅
を
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
カ
ン

ポ
・
グ
ラ
ン
デ
市
に
向
か
う

予
定
だ
っ
た
。
航
海
中
に
燃

料
補
給
の
た
め
船
が
一
時
停

止
す
る
と
、
あ
る
年
配
の
男

性
が
パ
ン
や
酒
、
た
ば
こ
な

ど
を
買
い
込
み
、
そ
れ
を
新

垣
君
に
払
わ
せ
ま
し
た
。
そ

の
話
が
父
の
耳
に
入
り
、
父

は
最
初
何
の
反
応
も
示
さ
な

か
っ
た
。
じ
っ
と
様
子
を
伺

除
じょ

幕
まく

の様
よう

子
す

（奥
おく

が中
なか

村
むら

総
そう

領
りょう

事
じ

代
だい

理
り

）

ペ
ー
ジ
で
３
０
レ
ア
ル
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語ご

版ば
ん

は
１
３
４
ペ

ー
ジ
で
２
５
レ
ア
ル
。
と
も

に
１
０
冊さ

つ

限げ
ん

定て
い

。
当と

う

面め
ん

は
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

で
の
み
販は

ん

売ば
い

中ち
ゅ
う。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

ア
チ
バ
イ

ア
市し

で
農の

う

業ぎ
ょ
うを

営い
と
な

む
中な

か

沢ざ
わ

宏こ
う

一い
ち

さ
ん
が
生せ

い

産さ
ん

し
た
乾か

ん

燥そ
う

モ

リ
ン
ガ
（
約や

く

２
０
０
ｇ
入い

り
）
の
袋ふ

く
ろ

も
好こ

う

評ひ
ょ
う、

無む

料
り
ょ
う

　

本ほ
ん

面め
ん

下か

段だ
ん

に
連れ

ん

載さ
い

中ち
ゅ
うの

人じ
ん

物ぶ
つ

伝で
ん

『
篤あ

つ

成な
り

』
の
本ほ

ん

が
、
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

に
入

に
ゅ
う

荷か

し
た
。
掲け

い

載さ
い

開か
い

始し

直ち
ょ
く

後ご

に
、
さ
っ
そ
く
編へ

ん

集
し
ゅ
う

部ぶ

に
購こ

う

入に
ゅ
う

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

が
現あ

ら
われ

る

な
ど
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

を
呼よ

ん
で
い
る
よ

う
だ
。
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

は
１
４
２

考か
ん
がえ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

な
変へ

ん

更こ
う

は
行お

こ
な

わ

ず
、
佐さ

さ々

木き

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うか

ら
事じ

業ぎ
ょ
うを

引ひ

き
継つ

い
で
い
く
」
と

の
方ほ

う

針し
ん

を
語か

た
っ
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
新あ

ら

た
な

感か
ん

染せ
ん

の
波な

み

の
勢い

き
おい

が
増ま

す
中な

か

、

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うに

就
し
ゅ
う

任に
ん

し
た
鴨か

も

井い

氏し

は
、「
新し

ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新あ

ら

た
な
収

し
ゅ
う

益え
き

に
繋つ

な

が
る
事じ

業ぎ
ょ
うを

平ひ
ら

野の

オ
ス
ト
ン
（
第だ

い

二に

）

【
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

担た
ん

当と
う

理り

事じ

】
吉よ

し

岡お
か

黎れ
い

明め
い

【
企き

画か
く

担た
ん

当と
う

理り

事じ

】
山や

ま

室む
ろ

エ
ル

ベ
ル
ト
信ま

こ
と工

【
文ぶ

ん

化か

担た
ん

当と
う

理り

事じ

】
奥お

く

原は
ら

常
じ
ょ
う

嗣じ

【
社し

ゃ

会か
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

】
上か

み

辻つ
じ

照て
る

子こ【
ス
ポ
ー
ツ
担た

ん

当と
う

理り

事じ

】
田た

中な
か

ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ズ
ト
シ

【
広こ

う

報ほ
う

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担た

ん

当と
う

理り

事じ

】
タ
ケ
ハ
ラ
・
パ
ト
リ

シ
ア

【
儀ぎ

典て
ん

担た
ん

当と
う

理り

事じ

】
福ふ

く
 
は
ら原

・

カ
ル
ロ
ス
・
ケ
ン
ジ

【
報ほ

う

道ど
う

担た
ん

当と
う

理り

事じ

】
大お

お

山や
ま

タ
イ

ス【
理り

事じ

】
林は

や
しマ

ド
カ
、
栗く

り

田た

ク

ラ
ウ
ジ
オ
・
ハ
ジ
メ
、
中な

か

野の

マ

リ
コ

◎
評ひ

ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

【
会か

い

長ち
ょ
う】

山や
ま

下し
た

譲じ
ょ
う

二じ

【
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う】桂
か
つ
ら

川が
わ

富と
み

夫お
（
第だ

い

一い
ち

）、

松ま
つ

尾お

治お
さ
む（

第だ
い

二に

）、
西に

し

村む
ら

リ

カ
ル
ド
（
第だ

い

三さ
ん

）

【
幹か

ん

事じ

】水み
ず

本も
と

セ
ル
ソ（
第だ

い

一い
ち

）、

営え
い

の
ほ
か
海か

い

外が
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

団だ
ん

の
受う

け
入い

れ
な
ど
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を

担に
な

い
、
若わ

か

者も
の

達た
ち

の
台た

い

頭と
う

も
著

い
ち
じ
る

し
い
。

　
な
お
、
佐さ

さ々

木き

氏し

は
会か

い

長
ち
ょ
う

勇ゆ
う

退た
い

後ご

、
５
日か

に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
評

ひ
ょ
う

議ぎ

会か
い

長ち
ょ
うに

就
し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

「
今こ

ん

回か
い

の
支し

援え
ん

に
よ
り
、
施し

設せ
つ

が
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
、
よ
り
質し

つ

の

高た
か

い
サ
ー
ビ
ス
の
提て

い

供き
ょ
うが

可か

能の
う

に
な
り
ま
し
た
。
活か

つ

動ど
う

に

共き
ょ
う

感か
ん

し
、
支し

援え
ん

し
て
頂い

た
だい

た

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

及お
よ

び
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

へ

心こ
こ
ろよ

り
御お

礼れ
い

申も
う
し

上あ

げ
ま
す
」

と
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

中な
か

村む
ら

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

代だ
い

理り

は
「
今こ

ん

後ご

、
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
た
環か

ん

境き
ょ
うの

下も
と

で
、
利り

用よ
う

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

が
よ
り

良よ

い
サ
ー
ビ
ス
を
受う

け
ら
れ

る
こ
と
を
願ね

が
っ
て
い
ま
す
」
と

述の

べ
、「
同ど

う

支し

援え
ん

を
通つ

う

じ
て
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と
同ど

う

州し
ゅ
う

民み
ん

の
絆き

ず
なが

深ふ
か

ま
る
事こ

と

」
へ
の
期き

待た
い

も
寄よ

せ

た
。

　

同ど
う

州し
ゅ
う

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｅ
連れ

ん

盟め
い

の

マ
リ
ア
・
ド
・
ソ
コ
ー
ホ
・

ジ
ル
会か

い

長ち
ょ
うは

「
障

し
ょ
う

害が
い

を
持も

つ

我わ
れ

々わ
れ

は
長な

が

年ね
ん

、
生い

き
る
権け

ん

利り

と
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上じ
ょ
うた

め
に
戦

た
た
か

っ
て

き
ま
し
た
。
環か

ん

境き
ょ
うは

改か
い

善ぜ
ん

さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
課か

題だ
い

は
残の

こ

っ
て
い
ま
す
」
と
し
、「
希き

望ぼ
う

や
夢ゆ

め

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
、

更さ
ら

な
る
理り

解か
い

と
支し

援え
ん

を
求も

と

め

ま
す
」
と
訴う

っ
たえ

た
。

　

ア
ブ
ラ
イ
ン
市し

長ち
ょ
う「

公こ
う

的て
き

機き

関か
ん

は
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

支し

援え
ん

に
力ち

か
ら

を

入い

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
市し

も

複ふ
く

数す
う

の
局き

ょ
く

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

て
、
同ど

う

団だ
ん

体た
い

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

行
お
こ
な

っ
て
き
ま

し
た
。
今こ

ん

般ぱ
ん

、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

が

同ど
う

団だ
ん

体た
い

の
施し

設せ
つ

の
環か

ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

に
素す

晴ば

ら
し
い
貢こ

う

献け
ん

を
行

お
こ
な

っ

て
頂い

た
だい

た
事こ

と

に
深し

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
た
。

　

ク
リ
ス
チ
ア
ー
ニ
・
カ
ル

バ
ー
リ
ョ
同ど

う

市し

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うは

、
草く

さ

の
根ね

・
無む

償し
ょ
う

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くに

よ
る
支し

援え
ん

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

や
、
同ど

う

団だ
ん

体た
い

の
長な

が

年ね
ん

に
わ
た

る
活か

つ

動ど
う

へ
の
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
つ
つ

「
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

へ
の
支し

援え
ん

や
共

き
ょ
う

生せ
い

は
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

課か

題だ
い

の
一ひ

とつ
」
と
述の

べ
た
。

エ
リ
ソ
ン
・
リ
マ
（
第だ

い

二に

）、

楠く
す

本も
と

留る

巳み

（
第だ

い

三さ
ん

）

◎
監か

ん

査さ

役や
く

【
正せ

い

監か
ん

査さ

】
高た

か

橋は
し

博ひ
ろ
し、

清き
よ

原は
ら

健け
ん

児じ

、
小お

笠が
さ

原わ
ら

ロ
ナ
ル
ド

【
補ほ

充じ
ゅ
う

監か
ん

査さ

】
山や

ま

田だ

タ
カ
オ
、

野の

村む
ら

昌し
ょ
う

治じ

、
清し

水み
ず

リ
ジ
ア



第
１
Ｑ
に
空
棚
率
が
上
昇

ス
ー
ペ
ル
・
ナ
ウ
、
ｉ
Ｆ
ｏ

ｏ
ｄ
と
の
提
携
も
発
表
し

た
。
な
お
、
デ
リ
バ
リ
ー
関

連
な
ど
で
は
す
で
に
、
ラ
ッ

ピ
と
コ
ー
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
と

の
提
携
を
発
表
済
み
だ
。
一

連
の
提
携
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

事
業
で
こ
れ
ま
で
の
「
失
わ

れ
た
時
間
（
遅
れ
）」
を
取

り
戻
す
だ
け
で
な
く
、
販
売

全
体
を
改
善
す
る
狙
い
だ
。

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・

フ
ァ
イ
サ
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
少

し
遅
れ
を
取
っ
た
が
、
こ
れ

　

国
内
で
拡
大
す
る
ｅ
コ
マ
ー
ス
へ
の
対
策
と
し
て
小
売
業
界
と
物
流
会
社
が
投

資
を
進
め
て
お
り
、
リ
オ
州
で
は
、
倉
庫
市
場
と
物
流
用
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
賃

貸
市
場
が
過
熱
し
た
状
況
が
続
く
模
様
だ
。

１
２
年
以
降
で
最
高
の
数
値

ル
ー
プ
が
今
回
、
カ
ル
フ
ー

ル
な
ど
と
並
ん
で
、
業
界
の

先
陣
を
切
り
、
関
連
し
た
す

べ
て
の
数
字
を
明
ら
か
に
し

た
格
好
だ
。

　

カ
ル
フ
ー
ル
は
こ
の
ほ
ど

厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
た
が
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
の

２
０
２
１
年
第
１
四
半
期
の

成
長
率
は
同
社
を
下
回
っ

た
。

　

６
日
の
決
算
発
表
で
Ｇ
Ｐ

Ａ
は
、
メ
ル
カ
ー
ド
・
リ

ブ
レ
と
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
ス
、

　

数
四
半
期
に
わ
た
っ
て
家

庭
の
食
料
消
費
が
増
加
し
た

恩
恵
を
受
け
て
き
た
ポ
ン
・

デ
・
ア
ス
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー

プ
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
経
済
に
与
え
た
影

響
が
出
始
め
て
い
る
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業

界
は
２
０
２
１
年
１
月
以

降
、
売
上
高
が
減
少
し
て
い

る
と
報
告
し
て
き
た
が
、
ポ

ン
・
デ
・
ア
ス
ー
カ
ル
と
エ

ス
ト
ラ
を
展
開
す
る
同
グ

決
算
に
際
し
新
た
な
提
携
も
発
表

倉
庫
棚
占
有
面
積
の
純
増
減

は
、
前
年
比
３
１
万
２
千
平

米
増
だ
っ
た
。
賃
貸
額
は
、

２
０
１
２
年
に
計
測
を
開
始

し
て
以
降
で
最
高
額
だ
と
い

う
。

　

ク
ッ
シ
ュ
マ
ン&

ウ
ェ

イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る

と
、
２
０
２
１
年
第
１
四
半

期
（
１
―
３
月
）
は
、
総
棚

面
積
に
対
す
る
貸
出
可
能
な

倉
庫
の
棚
面
積
の
比
率
を
示

１
７
〜
１
８
年
に
は
及
ば
ぬ
も

e コマース
　

今
後
１
２
カ
月
か
ら
１
５

カ
月
で
、
国
内
の
こ
の
不
動

産
セ
グ
メ
ン
ト
は
お
よ
そ

４
０
億
レ
ア
ル
の
投
資
を
受

け
入
れ
る
と
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ニ
ュ
ー

マ
ー
ク
は
予
想
し
て
い
る
。

ＧＰＡ

１
Ｑ
の
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
む

１
四
半
期
（
１
―
３
月
期
）

は
、
前
年
同
期
比
４
・
３
％

減
の
２
億
５
９
５
０
万
レ
ア

ル
の
純
利
益
を
計
上
し
た
。

　

４
日
に
発
表
し
た
同
社
の

決
算
は
、
１
億
２
３
０
０
万

レ
ア
ル
の
純
利
益
と
し
て
い

た
市
場
の
予
想
を
大
き
く
上

２１年にリオの倉庫賃貸後押し
（３） ２０２１（令和三）年第５７２７号  ５月 １２日 （水曜日）

コ
メ
ン
ト
し
た
。
た
だ
し
、

地
域
密
着
型
の
店
舗
や
大
衆

向
け
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
成
長
を
達
成
し
た
。

　

全
体
と
し
て
み
る
と
、
国

す
空
棚
率
が
上
昇
し
た
。

　

２
０
２
０
年
末
時
点
で

１
７
・
３
％
だ
っ
た
も
の
が
、

新
た
な
倉
庫
が
完
成
し
て
総

棚
面
積
が
増
加
し
た
こ
と
が

主
な
理
由
と
な
り
、
３
月
に

は
１
９
・
２
％
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
昇
し
た

と
は
い
え
、
２
０
１
７
年
と

２
０
１
８
年
に
記
録
さ
れ
た

よ
う
な
３
０
％
と
い
う
水
準

に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
状

況
だ
。

　

２
０
２
１
年
の
年
末
に
向

け
て
、
こ
の
空
棚
率
は
前
年

末
の
水
準
ま
で
低
下
し
て
い

く
と
見
ら
れ
る
。
ク
ッ
シ
ュ

マ
ン
＆
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル

ド
は
こ
の
水
準
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
「
低
い
」
水
準
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
は
「
極
め

て
低
い
水
準
」
に
あ
る
と
位

置
づ
け
た
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
土
木
建

築
及
び
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
各
種
指
標
を
加
味
し
た
も

の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
す
る
直
前
の
２
０
２
０
年

２
月
の
水
準
（
９
５
・
８
ポ

イ
ン
ト
）
と
比
較
し
て
も
、

わ
ず
か
６
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。他
方
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
場
合
、
同
様
の
比

較
で
１
５
・
３
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
る
。

　

複
数
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

済
が
大
き
な
成
長
を
達
成
す

る
可
能
性
は
阻
害
さ
れ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
に
つ
い
て
同
教
授
は
、

市
場
の
平
均
的
な
水
準
を
下

回
る
よ
り
悲
観
的
で
、
金
融

機
関
を
対
象
に
中
銀
が
実

施
し
て
い
る
経
済
動
向
調

査
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
で
こ
れ

ま
で
に
記
録
さ
れ
た
最
低
水

準
と
並
ぶ
２
・
１
％
増
と
予

想
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
カ
ス

で
は
現
在
、
２
０
２
１
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
つ
い
て
、

３
％
増
と
予
想
し
て
い
る
。

　

様
々
な
指
標
か
ら
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
経
済
活
動
を
予
測

す
る
Ｃ
ｅ
ｍ
ａ
ｐ
の
ナ
ウ

キ
ャ
ス
ト
で
は
、
４
月
２
８

日
の
時
点
で
、
２
０
２
１
年

第
１
四
半
期（
１
―
３
月
期
）

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
前
期
比

０
・
２
％
増
と
予
想
し
て
い

る
。

　

こ
の
第
１
四
半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
予
測
は
、
１
月
と
２
月
に

関
連
し
て
発
表
さ
れ
た
良

好
な
数
字
に
、
３
月
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
の
悪
化
で
影
響
を
受
け
た

デ
ー
タ
が
加
算
さ
れ
た
。
こ

の
影
響
の
一
部
は
４
月
に

入
っ
て
さ
ら
に
深
刻
化
し

て
、
第
２
四
半
期
に
も
悪
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

伯
国
経
済
の
回
復
は
下
半

期（
７
―
１
２
月
期
）に
入
っ

て
か
ら
に
な
る
が
、
大
部
分

は
当
初
予
想
さ
れ
た
よ
り
も

弱
い
も
の
に
な
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
（
３
日
付
掲
載
）

１
０
％
か
ら
１
２
％
が
家
主

に
も
テ
ナ
ン
ト
に
も
過
度
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
ら
な

い
も
の
と
し
た
上
で
、「
健

全
な
水
準
だ
」
と
い
う
認
識

を
示
す
。

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
は

異
な
る
統
計
基
準
を
用
い

て
、
２
０
２
１
年
第
１
四
半

期
の
空
棚
率
を
１
５
・
５
％

と
算
出
。
２
０
２
０
年
第

４
四
半
期
の
２
０
・
１
％
を

下
回
っ
た
と
受
け
止
め
て
い

２
０
０
５
年
９
月
に
計
測
を

開
始
し
て
以
降
で
初
め
て
だ

と
い
う
。

　

Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
に
よ

る
と
、
４
月
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
７ 

２
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

は
８
９
・
８
ポ
イ
ン
ト
で
い

ず
れ
も
好
況
と
不
況
の
認
識

の
分
水
嶺
と
な
る
１
０
０
ポ

イ
ン
ト
を
下
回
り
、
現
況
に

対
す
る
認
識
だ
け
で
な
く
、

今
後
数
カ
月
の
見
通
し
で

も
、
法
人
だ
け
で
な
く
、
と

り
わ
け
個
人
が
悲
観
的
に
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。

　

Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
は
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

経
済
に
与
え
た
打
撃
は
、
企

業
以
上
に
消
費
者
の
心
理
を

冷
え
込
ま
せ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。　
　

　

ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス

財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
が
計
測
す

る
消
費
者
信
頼
感
指
数
（
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）
は
、
同
じ
く
４
月

に
Ｆ
Ｇ
Ｖ
が
計
測
し
た
経
営

者
信
頼
感
指
数
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

を
１
７
・
３
ポ
イ
ン
ト
も
下

回
っ
た
。
ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
バ

ル
ガ
ス
財
団
ブ
ラ
ジ
ル
経
済

研
究
所
（
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ

Ｖ
）
に
よ
る
と
、
両
指
数
が

こ
れ
ほ
ど
乖
離
す
る
の
は
、

２
・
６
億
レ
ア
ル
の
純
利
益

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
が
２
１
年
１
Ｑ
に

回
る
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・
フ
ー

ズ
は
、
マ
ー
ジ
ン
（
売
上
総

利
益
）
と
利
払
い
前
・
税

引
き
前
・
減
価
償
却
前
利
益

（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
）、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
お
い
て
も

市
場
の
予
測
を
上
回
る
業
績

だ
っ
た
。

　

同
社
は
当
期
、
４
億
４
４ 

０
０
万
レ
ア
ル
の
プ
ラ
ス
の

影
響
が
出
た
為
替
ヘ
ッ
ジ
対

策
が
業
績
を
支
え
た
。「
こ

の
ヘ
ッ
ジ
戦
略
が
機
能
し
、

業
績
だ
け
で
な
く
、
金
融
収

支
に
も
追
い
風
に
な
っ
た
」

と
い
う
。

　

同
社
の
場
合
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

Ｄ
Ａ
に
対
す
る
純
負
債
額

の
比
率
（
負
債
比
率
）
は
、

前
期
と
同
水
準
の
２
・
４
倍

だ
っ
た
。
こ
の
ヘ
ッ
ジ
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
、
赤
字
に

転
落
し
て
い
た
と
い
う
。
な

お
、
第
１
四
半
期
を
通
じ
て

為
替
相
場
は
９
・
６
％
の
ド

ル
高
レ
ア
ル
安
と
な
っ
た
。

　

ヘ
ッ
ジ
戦
略
は
純
利
益
に

貢
献
し
た
だ
け
で
な
い
。
同

社
で
は
、
ヘ
ッ
ジ
で
得
た
資

金
の
一
部
を
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

の
一
部
の
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー

に
使
用
し
た
。
現
金
及
び
現

金
等
価
物
に
対
す
る
ヘ
ッ
ジ

の
効
果
は
２
億
３
千
万
レ
ア

ル
ほ
ど
で
、
第
１
四
半
期
に

３
億
９
２
０
万
レ
ア
ル
を
計

上
し
た
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ

Ｍ
Ｐ
Ｅ
の
債
務
不
履
行
増
加

銀
行
の
21
年
3
月
決
算
で

を
取
り
戻
し
、
デ
ジ
タ
ル
分

野
で
力
強
い
成
長
を
確
保
す

る
だ
ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。
な
お
、
同
社
株
は
こ
の

日
、
４
・
７
％
値
下
が
り
し

た
。

　

今
回
の
決
算
発
表
で
Ｇ
Ｐ

Ａ
は
、
ポ
ン
・
デ
・
ア
ス
ー

カ
ル
と
エ
ス
ト
ラ
の
１
―
３

月
期
の
需
要
が
よ
り
大
き
な

落
ち
込
み
を
記
録
し
た
と
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
４
月
も

同
様
に
厳
し
い
１
カ
月
に

な
っ
て
い
る
と
前
倒
し
し
て

４８０億レアルの投資受入

２１年４月の事業入札で

ＧＤＰは２・１％増か？

ＥＥＳＰ／ＦＧＶが予測

前
年
同
期
比
４
・
９
％
増
の

１
億
２
７
０
０
万
レ
ア
ル
の

純
利
益
を
計
上
し
た
。

　
　
　
　
　
（
７
日
付
掲
載
）

　

２
０
２
１
年
４
月
に
行
わ

れ
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
関
連

の
事
業
入
札
に
よ
り
、
今
後

３
５
年
間
で
総
額
４
８
０
億

レ
ア
ル
の
投
資
を
受
け
入
れ

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
証
券
取
引
所

（
Ｂ
３
）
で
行
わ
れ
た
事
業

入
札
に
よ
り
、
同
月
は
１
４

件
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約

が
締
結
さ
れ
た
。

　

４
月
の
事
業
入
札
で
は
、

Ｃ
Ｃ
Ｒ
や
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ

ジ
ル
、エ
コ
ロ
ド
ヴ
ィ
ア
ス
、

ア
エ
ジ
ェ
ア
・
サ
ネ
ア
メ
ン

ト
、
イ
グ
ア
ー
な
ど
、
広
く

知
ら
れ
た
企
業
が
積
極
的
に

応
札
し
、
事
業
権
を
確
保
し

た
。

　

例
え
ば
、
エ
コ
ロ
ロ
ド

ヴ
ィ
ア
ス
の
場
合
、
連
邦
高

速
道
路
第
１
５
３
号
線
の
事

業
権
を
確
保
。
Ｃ
Ｃ
Ｒ
は
、

伯
国
南
部
と
中
西
部
の
空
港

事
業
入
札
で
３
ブ
ロ
ッ
ク
中

２
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
業
権
を
確

保
し
た
ほ
か
、
聖
州
大
都
市

圏
鉄
道
会
社
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）

の
鉄
道
線
事
業
で
も
落
札
業

者
と
な
っ
た
。

　

サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
ジ
ル
は

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
の
港
湾
タ
ー

ミ
ナ
ル
３
カ
所
の
事
業
権
、

ア
エ
ジ
ェ
ア
は
４
月
３
０
日

の
リ
オ
州
上
下
水
道
公
社

（
Ｃ
ｅ
ｄ
ａ
ｅ
）
の
民
営
化

に
関
連
し
、
主
要
落
札
業
者

の
一
角
に
入
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
内
で
事

業
を
展
開
す
る
大
手
企
業
が

新
た
な
事
業
権
を
確
保
す
る

状
況
が
生
ま
れ
て
お
り
、
専

門
家
ら
は
今
後
の
事
業
入
札

で
も
同
様
の
傾
向
が
続
く
と

予
想
し
て
い
る
。
国
外
か
ら

投
資
家
が
新
規
参
入
し
な
い

状
況
に
ア
ナ
リ
ス
ト
ら
は
注

目
す
る
が
、
一
方
で
、
国
内

の
関
連
企
業
を
利
用
し
て
応

札
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
３
日
付
掲
載
）

リ
オ
州
に
限

定
す
る
と
、

こ
の
期
間
に

受
け
入
れ
る

投
資
で
、
倉

庫
や
物
流
用

コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
が
新
た

に
２
８
万
平

米
建
設
さ
れ

る
。

　

別
の
不
動

産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

会
社
ク
ッ

シ
ュ
マ
ン
＆

ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド

に
よ
る
と
、

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、

労
働
市
場
の
低
迷
や
債
務
の

増
加
に
伴
う
家
計
面
で
の
ス

ト
レ
ス
、
最
近
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
第
２
波
と
い
っ
た

要
素
が
消
費
者
心
理
を
冷
え

込
ま
せ
て
い
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
で

は
規
模
や
金
額
を
縮
小
し
て

よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た
緊
急

所
得
支
援
に
よ
る
「
救
済
」

効
果
は
小
さ
く
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
進
捗
や
効
果
的
な
感

染
の
封
じ
込
め
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
、
需
要
の
大
き
な

回
復
は
下
半
期
（
７
―
１
２

月
期
）
以
降
に
な
る
見
込
み

だ
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

２
０
２
１
年
３
月
に
は
２
・

５
％
に
上
昇
し
た
。
こ
の
変

化
に
は
、
例
年
の
季
節
的
な

要
素
も
あ
る
が
、
２
０
２
０

年
第
１
四
半
期
末
の
２
・

３
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
デ
ス
コ
銀
行
の
場

合
、
９
０
日
以
上
の
遅
延

が
発
生
し
て
い
る
信
用
供

与
は
、
３
月
に
２
・
６
％
と

な
っ
た
。
２
０
２
０
年
第

１
四
半
期
に
ピ
ー
ク
と
な
る

４
・
５
％
を
記
録
し
て
以
降
、

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
は

１
・
９
％
で
安
定
し
て
い
た

が
、再
び
上
昇
し
た
格
好
だ
。

た
だ
し
、
こ
の
上
昇
に
つ
い

て
同
銀
行
は
、
季
節
的
要
因

に
よ
る
も
の
だ
と
説
明
し
て

い
る
。

　

サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
銀
行
の

場
合
、
２
０
２
０
年
１
２
月

か
ら
２
０
２
１
年
３
月
に
か

け
て
、デ
フ
ォ
ル
ト
率
は
０
・

９
％
か
ら
１
０
％
に
上
昇
し

た
。
た
だ
し
、
同
銀
行
は
企

業
の
事
業
規
模
に
よ
る
デ
ー

タ
は
公
表
し
て
い
な
い
。

　

イ
タ
ウ
・
ウ
ニ
バ
ン
コ
銀

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
確
保
に
貢

献
し
た
。

　

全
体
と
し
て
み
る
と
、
当

期
純
収
入
は
５
８
億
レ
ア
ル

で
前
年
同
期
比
で
約
４
０
％

増
。
輸
出
は
４
２
％
増
の
４ 

１
億
レ
ア
ル
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は
前
年
同
期
比

２
７
％
増
の
４
億
８
４
９
０ 

万
レ
ア
ル
。
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

の
マ
ー
ジ
ン
は
９
・
２
％
か

ら
８
・４
％
に
縮
小
し
た
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

ＧＰＡのジョルジェ・ファイサルＣＥＯ

内
で
は
当
期
純

収
入
が
前
年
同

期
比
２
・
９
％

減
の
６
５
億

レ
ア
ル
だ
っ

た
。
営
業
費

の
削
減
に
よ

り
、
純
利
益
は

８
１
０
０
万
レ

ア
ル
を
計
上
。

前
年
同
期
の

１
億
４
０
０
万

レ
ア
ル
の
純
損

失
か
ら
黒
字
化

を
果
た
し
た
。

　

国
内
外
の
事

業
を
含
め
た
連

結
純
売
上
は
、

る
。

　

両
社
の
数
字
は
異
な
る
も

の
の
、
い
ず
れ
も
、
リ
オ
州

内
の
高
品
位
の
物
流
市
場

に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
見

方
を
し
て
い
る
点
は
共
通
す

る
。

　

ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
は
、「
ｅ

コ
マ
ー
ス
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

消
費
の
在
り
方
を
変
え
た
」

と
指
摘
。「
こ
の
潮
流
は
今

後
、
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く

と
受
け
止
め
て
い
る
」
と
い

う
。

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
や
中

国
の
よ
う
に
ｅ
コ
マ
ー
ス
が

よ
り
成
熟
し
た
国
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
販
売
店
は
最
大
３

時
間
で
商
品
を
届
け
た
り
す

る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
を
例
に

と
る
と
、
こ
う
し
た
迅
速
な

配
送
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
。「
迅
速
な
対
応
に
は
、

大
都
市
近
郊
に
居
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
（
４
日
付
掲
載
）

か
ら
も
、
履
行
遅
滞
状
態
に

至
る
企
業
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

イ
タ
ウ
・
ウ
ニ
バ
ン
コ
銀

行
の
場
合
、
２
０
２
０
年

１
２
月
の
Ｍ
Ｐ
Ｅ
及
び
中
堅

企
業
の
デ
フ
ォ
ル
ト
率
は

１
・
７
％
だ
っ
た
も
の
が
、

た
２
０
２
１
年
第
１
四
半

期
（
１
―
３
月
期
）
の
決
算

報
告
か
ら
、
こ
れ
ら
の
銀
行

が
抱
え
る
延
滞
債
権
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
も
の
で
、
銀
行
業
務

中
央
サ
ー
ビ
ス
会
社
（
セ

ラ
ー
ザ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
ア
ン
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
悪
化
や
、

緊
急
信
用
供
与
枠
の
終
了
、

利
上
げ
な
ど
が
重
な
り
、
零

細
中
小
企
業
（
Ｍ
Ｐ
Ｅ
）
の

履
行
遅
滞
が
増
加
し
て
い

る
。

　

民
間
の
銀
行
が
発
表
し

ズ
は
業
績
に
悪
影
響
を
受
け

て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
第

　

伯
国
内
の
成
肉
牛
相
場
の

急
騰
で
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・
フ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
４
月
に
７
２
・５
Ｐ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
大
幅
に
下
回
る

クッシュマン＆ウェイクフィールドのブラジル本社

行
の
ミ
ル
ト
ン
・
マ
ル
イ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
頭
取
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
対
策
で
導
入
さ
れ

た
社
会
経
済
活
動
を
制
限
す

る
措
置
の
影
響
を
よ
り
強
く

受
け
る
の
は
小
規
模
の
企
業

で
あ
り
、
大
企
業
は
デ
ジ
タ

ル
・
チ
ャ
ネ
ル
な
ど
を
通
じ

た
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
容
易
だ
と
説
明
し
た
。

　

セ
ラ
ー
ザ
・
エ
ク
ス
ペ
リ

ア
ン
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ル

イ
ス
・
ラ
ビ
氏
も
、
Ｍ
Ｐ
Ｅ

と
中
堅
企
業
の
間
で
債
務
不

履
行
が
増
加
し
て
い
る
状
況

に
言
及
し
つ
つ
、
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
と

指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
セ
グ
メ
ン
ト
の

企
業
の
う
ち
、
５
５
１
万 

４
千
社
が
３
月
末
時
点
で
履

行
遅
滞
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
数
は
、
２
０
２
０
年
１
２

月
に
５
４
２
万
４
千
社
を
記

録
し
て
以
降
、
月
を
追
う
ご

と
に
増
加
し
て
い
る
と
い

う
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
の
応
用
マ
ク
ロ

経
済
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
ｅ
ｍ
ａ

ｐ
）
主
任
の
エ
メ
ル
ソ
ン
・

マ
ル
サ
ル
教
授
は
、
財
政
出

動
の
規
模
が
小
さ
い
上
に
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
引
き
起
こ

す
経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
が
企
業

と
家
庭
に
及
ぼ
す
悪
影
響
の

累
積
効
果
、
さ
ら
に
、
国
内

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ゆ
っ
く

り
と
し
か
伸
張
し
て
い
な

い
こ
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ

て
、
２
０
２
１
年
に
国
内
経

　

ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス

財
団
経
済
学
校
（
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ

２
０
２
０
年
に
リ
オ
州
内
の
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伊
那　

宏 

選

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
ナ　
　
　
　

斉
藤
　
勝
利

秋
侘
び
し
コ
ロ
ナ
死
通
知
日
々
聞
こ
ゆ

〔
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
で
日
々
二
、三
千
人
と
い
う
犠
牲
者
が
出

て
い
る
中
で
、
ま
だ
ま
だ
身
近
な
人
に
死
は
縁
の
な
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
近
頃
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
知
り
合

い
の
死
亡
通
知
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
と
詠
っ
て
い
る
。
相

手
は
目
に
見
え
ぬ
菌
、
ど
う
あ
が
い
て
も
不
可
抗
力
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
が
功
を
奏
し
て
く
れ
る
か
ど
う

か
も
確
証
が
な
い
と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
今
私
た

ち
は
悲
壮
な
思
い
で
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
明
日
は
わ
が

身
、
世
界
中
の
人
々
の
そ
ん
な
偽
ら
ぬ
心
情
が
込
め
ら
れ

て
い
る
一
句
で
あ
る
〕

秋
深
し
コ
ロ
ナ
の
癒
え
ず
友
の
逝
く

天
の
川
色
濃
く
光
り
友
の
葬

天
の
川
チ
カ
チ
カ
光
り
侘
び
し
か
り

新
涼
や
朝
夕
増
え
る
散
歩
人

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ　
　
　
　
　
　

中
川
千
江
子

教
会
の
マ
リ
ア
像
に
も
秋
の
影

孫
や
娘
の
電
話
嬉
し
や
四
旬
節

さ
や
け
し
や
雲
の
色
し
て
昼
の
月

秋
晴
る
ゝ
け
ふ
の
リ
ハ
ビ
リ
杖
か
ろ
し

バ
ス
を
待
つ
い
つ
も
の
原
や
夜
店
の
灯

ス
ザ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山
て
る
え

コ
ロ
ナ
死
の
数
減
る
記
事
や
夜
半
の
秋

花
ミ
モ
ザ
く
ぐ
る
庭
園
古
館

出
前
続
き
食
傷
ぎ
み
に
と
ろ
ろ
汁

早
朝
の
庭
の
手
入
れ
や
露
に
濡
れ

静
け
さ
の
袋
小
路
に
小
鳥
鳴
く

〔
袋
小
路
と
は
出
口
の
な
い
小
道
。
或
い
は
行
き
詰
ま
っ
た

状
態
を
言
う
。〈
静
け
さ
の
〉
と
劈
頭
に
付
け
た
の
は
、
音

も
な
く
言
葉
も
な
く
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
今
の
世
相

を
、
象
徴
的
に
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
よ
う
。〈
小

鳥
鳴
く
〉
は
、
そ
ん
な
出
口
の
見
出
せ
ぬ
中
で
生
き
て
い

る
人
々
の
声
。
悲
し
さ
で
あ
っ
た
り
、
叫
び
で
あ
っ
た
り
、

或
い
は
希
望
を
求
め
て
唄
っ
て
い
る
声
で
あ
っ
た
り
す
る
。

構
え
ず
に
、
そ
れ
で
い
て
し
っ
か
り
と
自
己
を
見
極
め
て
い

る
。〈
小
鳥
鳴
く
〉
に
は
、
単
に
鳥
で
は
な
い
作
者
自
身
が

重
な
っ
て
い
る
〕サン

パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

畔
柳
　
道
子

庭
の
木
は
花
が
満
開
天
高
し

｢

道
づ
れ｣

と
い
う
唄
を
聞
く
秋
の
宵

秋
夕
日
ビ
ル
の
窓
染
め
沈
み
ゆ
く

〔
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
窓
に
夕
日
が
反
射
し
て
い
る
。
あ
た
か
も

一
つ
一
つ
の
窓
が
光
を
放
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
。
夕
日
は

徐
々
に
徐
々
に
輝
き
を
弱
め
、
つ
い
に
暗
紫
色
と
な
っ
た
夕

焼
け
の
向
こ
う
に
沈
ん
で
行
く
。
秋
の
夕
暮
れ
の
侘
び
し

さ
が
ひ
と
し
お
身
に
染
む
詩
情
溢
れ
る
都
会
の
ひ
と
と
き

で
あ
る
。
間
も
な
く
ビ
ル
の
窓
々
は
灯
を
点
し
始
め
、
や

さ
し
い
夜
の
息
づ
き
が
始
ま
る
〕

星
月
夜
仰
ぎ
て
歌
い
し
幼
き
日

晩
秋
の
窓
辺
は
猫
が
占
領
す　
　

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　

田
　
幹
夫

稲
光
電
気
で
車
走
る
世
に

シ
ュ
ラ
ス
コ
や
こ
と
あ
る
ご
と
の
家
庭
食

紛
失
せ
し
も
の
数
知
れ
ず
暑
さ
ボ
ケ

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
嫌
い
な
振
り
し
て
遠
慮
す
る

人
の
世
の
こ
と
に
こ
だ
わ
る
暑
さ
か
な

サ
ン
・
カ
ル
オ
ス　
　
　
　
　

富
岡
　
絹
子

コ
ロ
ナ
禍
に
人
生
の
夢
走
馬
灯

淡
き
香
の
夢
か
現
か
菊
枕

眼
の
疲
れ
推
理
小
説
閉
づ
夜
長

ヴ
ァ
ル
ジ
ェ
ン
・
Ｇ
・
パ
ウ
リ
ス
タ　

馬
場
園
か
ね

沙
汰
の
な
き
友
へ
夜
長
の
声
便
り

〔
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
互
い
の
無
沙
汰
は
も
は
や
日
常
で

あ
る
。
友
人
知
人
も
大
切
だ
が
、
何
よ
り
も
自
分
と
家
族

を
大
切
に
思
う
こ
と
が
第
一
義
。
家
族
皆
安
泰
で
あ
れ
ば

時
に
沙
汰
な
き
友
の
誰
彼
の
安
否
が
気
に
か
か
る
。
秋
の

夜
長
の
ひ
と
と
き
ふ
と
電
話
で
も
し
て
み
よ
う
か
と
思
い

立
ち
、
受
話
器
を
取
る
。
互
い
の
近
況
を
述
べ
合
い
、
無

沙
汰
以
来
の
何
や
か
に
や
を
伝
え
合
っ
て
心
満
つ
ま
で
夜

長
を
楽
し
む
。
自
粛
生
活
の
中
で
の
さ
さ
や
か
な
絆
の
確

認
作
業
で
あ
る
〕

取
り
合
ふ
て
児
の
泣
き
寝
入
り
菊
枕

香
り
た
ち
追
想
尽
き
ぬ
菊
枕

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

平
間
　
浩
二

新
婚
の
写
真
懐
か
し
夜
長
か
な

走
馬
灯
遠
き
記
憶
の
蘇
り

走
馬
灯
原
発
事
故
か
ら
十
年
目

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
文
子

ほ
ろ
苦
き
青
春
の
日
々
夜
長
の
灯

復
活
を
望
み
し
日
々
や
花
祭

日
伯
の
交
流
俳
句
天
高
し

ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

新
聞
の
切
り
抜
き
を
し
て
長
き
夜

モ
ン
ゴ
ル
に
押
さ
れ
日
本
の
相
撲
界

懐
か
し
む
祖
母
の
思
ひ
出
菊
枕

思
い
今
過
去
へ
過
去
へ
と
深
む
秋
（
別
稿
よ
り
）

〔
思
う
こ
と
あ
れ
も
こ
れ
も
昔
の
こ
と
ば
か
り
。
加
齢
と
と

も
に
人
は
過
去
へ
の
思
い
を
強
く
す
る
。
脳
機
能
の
衰
え

が
今
現
在
目
の
前
の
事
象
に
対
処
し
得
な
く
な
る
結
果
そ

う
な
る
の
だ
と
は
専
門
家
の
言
。
記
憶
機
能
に
残
さ
れ
て

い
る
忘
れ
が
た
い
思
い
出
だ
け
が
髣
髴
と
湧
き
上
が
っ
て
く

る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
ゆ
っ
く
り
と
深
み
ゆ
く
秋
の
よ

う
に
。
そ
う
し
て
人
も
季
節
も
や
が
て
〝
冬
〟
を
迎
え
る
〕

自
粛
し
て
過
ぎ
行
く
日
々
や
木
の
実
落
つ
（
〃
）

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

田
中
美
智
子

行
く
秋
や
楽
し
き
余
生
い
づ
こ
へ
と

立
ち
止
ま
り
そ
つ
と
触
れ
る
や
草
の
花

カ
プ
リ
島
遠
き
あ
の
日
の
秋
の
海

モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　
　

大
槻
　
京
子

菩
提
樹
の
葉
の
懐
か
し
き
花
祭

降
り
し
き
る
雨
音
沁
み
る
夜
長
か
な

面
影
を
慕
い
て
縫
ふ
や
菊
枕

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

林
　
と
み
代

為
す
事
の
あ
り
て
幸
せ
夜
長
の
灯

心
身
を
清
む
甘
茶
や
花
祭

祖
国
と
の
俳
縁
ま
と
む
ホ
句
の
秋

〔
俳
句
サ
ー
ク
ル
「
く
ろ
し
お
句
会
」
は
、
当
初
和
歌
山

県
出
身
者
中
心
に
誕
生
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
ん
な

関
係
で
和
歌
山
県
の
地
方
新
聞
が
同
句
会
の
こ
と
を
知
っ

て
、
月
一
回
「
ブ
ラ
ジ
ル
俳
壇
」
と
し
て
掲
載
し
た
い
と

の
お
誘
い
を
受
け
た
と「
く
ろ
し
お
句
会
」の
メ
ン
バ
ー
で
、

同
県
出
身
者
の
本
句
作
者
林
と
み
代
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し

た
。
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
お
ら
れ

る
の
か
は
存
じ
な
い
が
、
大
変
良
い
お
話
し
で
あ
る
と
し

て
祝
福
の
ご
返
事
を
差
し
上
げ
た
。
当
「
ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇
」

に
は
毎
回
同
句
会
メ
ン
バ
ー
の
俳
句
が
揃
っ
て
寄
せ
ら
れ

る
。
現
在
二
十
六
名
の
メ
ン
バ
ー
が
お
ら
れ
る
。
異
郷
に

育
っ
た
俳
句
が
、
日
本
に
お
い
て
こ
う
い
う
形
で
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
た
い
〕

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　

山
畑
　
泰
子

菊
枕
今
宵
の
夢
は
菊
畑

秋
口
や
雲
む
く
む
く
と
豊
か
な
り

花
祭
稚
児
の
冠
華
や
ぎ
ぬ

セ
ザ
リ
オ
・
ラ
ン
ジ
ェ　
　
　

井
上
　
人
栄

手
摘
み
し
て
母
の
手
作
り
菊
枕

煮
て
焼
い
て
好
き
な
秋
茄
子
今
日
も
又

逆
縁
と
言
ふ
コ
ロ
ナ
禍
や
秋
は
ゆ
く

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

串
間
い
つ
え

実
況
の
こ
こ
は
早
朝
相
撲
観
る

走
馬
灯
近
く
て
遠
き
里
の
家

忘
る
こ
と
忘
ら
れ
ぬ
こ
と
人
の
秋

ド
ラ
ー
ド
ス　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

菊
枕
夢
に
も
う
つ
つ
菊
を
見
し

再
会
を
約
束
し
つ
つ
秋
自
粛

〔
自
粛
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
早
一
年
。
突
然
日
常
を
絶

た
れ
て
外
部
と
の
連
絡
も
思
う
よ
う
に
行
か
な
く
な
っ
た
。

中
に
は
一
人
暮
ら
し
や
老
い
た
夫
婦
だ
け
で
、
子
息
と
の

連
絡
も
月
何
回
か
に
限
ら
れ
、
不
安
と
孤
独
の
機
微
し
い

自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
充
分

に
行
き
渡
る
ま
で
い
つ
日
常
が
戻
っ
て
く
る
の
か
分
か
ら
な

い
中
で
、
人
々
は
一
日
も
早
く
友
人
知
己
と
の
再
会
を
願
っ

て
い
る
。
互
い
の
消
息
を
確
か
め
合
う
た
め
に
今
や
電
話

だ
け
が
〝
命
の
絆
〟
と
な
っ
て
い
る
〕

お
び
え
て
る
不
気
味
な
静
に
秋
の
暮

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

一
椀
の
お
粥
に
里
の
秋
し
の
ぶ

夢
の
無
き
齢
と
な
り
つ
つ
秋
の
行
く

星
月
夜
忘
れ
え
ぬ
人
偲
ば
る
る

ラ
ー
ジ
ェ
ス　
　
　
　
　
　
　

小
松
　
八
景

妻
逝
き
て
残
り
し
老
後
夜
の
長
き

疫
病
に
邪
気
を
払
ひ
し
菊
枕

大
相
撲
ひ
か
え
ぶ
と
ん
を
散
布
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

試
み
に
星
月
描
き
走
馬
灯

花
祭
ア
ー
チ
く
ぐ
れ
ば
稚
児
の
列

花
祭
久
し
き
友
も
孫
つ
れ
て

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

上
村
　
光
代

冬
近
し
季
節
の
変
り
は
げ
し
か
な

早
朝
よ
り
大
相
撲
見
る
母
楽
し

秋
深
む
山
荘
暮
ら
し
静
か
な
り

フ
ァ
チ
マ
・
ド
・
ス
ー
ル　
　

那
須
　
千
草

過
ぎ
し
日
に
相
撲
見
物
国
技
館

ち
ゃ
ん
こ
鍋
食
べ
て
相
撲
を
観
戦
す

信
仰
の
象
を
着
飾
る
花
祭

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　
　

山
畑
　
嵩

群
れ
羊
過
（
よ
）
ぎ
る
を
待
ち
て
秋
う
ら
ら

あ
れ
こ
れ
と
余
生
楽
し
み
夜
長
か
な

鰯
雲
少
し
ほ
ど
け
て
山
の
端

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

原
　
は
る
江

Ｔ
Ｖ
で
見
る
相
撲
の
時
間
見
逃
さ
ず

パ
イ
ネ
イ
ラ
咲
き
満
ち
心
癒
さ
る
る

〔
遠
く
か
ら
眺
め
る
パ
イ
ネ
イ
ラ
の
満
開
は
桜
の
花
を
思
わ

せ
る
。
特
に
ピ
ン
ク
一
色
の
種
類
は
ま
さ
し
く
桜
か
！
と
錯

覚
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
ま
だ
桜
が
な
か
っ
た

頃
、
そ
れ
を
見
て
郷
愁
が
癒
さ
れ
た
と
い
う
移
民
が
多
い
。

ま
さ
に
こ
の
句
の
よ
う
に
、
今
で
も
私
た
ち
の
心
を
癒
し
て

く
れ
る
花
で
あ
る
。
移
民
と
パ
イ
ネ
ー
ラ
、
そ
こ
に
は
目

に
見
え
な
い
絆
が
あ
る
。
パ
イ
ネ
イ
ラ
の
花
の
季
節
は
秋
。

青
く
澄
ん
だ
秋
空
に
映
え
る
花
の
風
情
は
た
と
え
よ
う
も

な
い
〕

秋
蘭
の
競
ふ
か
に
咲
き
小
屋
あ
ふ
れ

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス　
　
　
　
　
　

後
藤
た
け
し

長
き
夜
や
同
床
異
夢
の
仲
な
り
し

夜
長
更
く
単
身
赴
任
夫
思
ふ

走
馬
灯
ミ
ス
を
夢
見
る
娘
の
愛
し

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

大
野
　
宏
江

グ
ー
グ
ル
で
俳
句
検
索
夜
長
か
な

寝
て
見
た
や
ほ
の
か
に
香
る
菊
枕

ブ
ラ
ジ
ル
で
富
士
の
名
が
付
く
リ
ン
ゴ
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

太
田
　
映
子

秋
の
虹
淡
く
儚
く
す
ぐ
消
え
て

秋
夕
焼
色
彩
豊
か
散
歩
道

秋
風
が
う
し
ろ
か
ら
吹
き
帽
子
飛
ぶ

人
を
皆
愛
し
と
思
う
秋
の
暮
れ
（
別
稿
よ
り
）

〔
秋
は
人
の
心
を
優
し
く
す
る
。
心
理
学
上
で
は
科
学
的

に
も
立
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
厳
し
い
夏
の
暑
さ

を
潜
り
抜
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
疲
れ
が
蓄
積
さ
れ
て
、

人
は
心
身
と
も
に
弱
く
な
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
「
優
し
さ
」

は
「
弱
さ
」
で
も
あ
る
の
だ
。
行
動
的
な
夏
に
対
し
て
、

秋
は
受
動
的
に
な
る
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
皆
愛
し

く
思
う
。
そ
ん
な
感
傷
が
と
く
に
〈
秋
の
暮
れ
〉
に
は
色

濃
く
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
感
傷

は
特
に
女
性
に
多
い
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て
い
る
。
男
性

に
は
女
性
ほ
ど
の
繊
細
さ
が
足
り
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
〕

秋
登
山
〝
山
男
の
唄
〟
き
こ
え
る
よ
（
〃
）

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

篠
崎
　
路
子

母
に
詫
ぶ
帰
ら
ざ
る
日
の
走
馬
灯

草
に
あ
る
触
れ
な
ば
か
す
か
秋
の
蝶

秋
の
蝶
我
に
親
し
げ
指
止
ま
る

ボ
ニ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
け
い
子

起
き
出
し
て
句
集
を
開
く
夜
長
か
な

夜
長
か
な
昨
日
の
恐
怖
よ
み
が
え
る

走
馬
灯
回
れ
る
ほ
ど
に
湧
く
涙

ト
メ
ア
ス
ー　
　
　
　
　
　
　

三
宅
　
昭
子

伯
人
の
吊
り
上
げ
多
し
村
相
撲

移
り
来
て
五
十
八
年
走
馬
灯

秋
深
く
人
と
人
と
の
絆
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
　
明
子

漬
け
お
い
た
新
生
姜
よ
く
食
べ
て
く
れ

復
活
祭
皆
で
手
巻
き
を
舌
つ
づ
み

草
梅
の
漬
け
れ
ば
色
の
あ
ざ
や
か
に

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

西
田
は
る
の

秋
愁
い
変
異
ウ
イ
ル
ス
重
症
に

世
界
今
コ
ロ
ナ
地
獄
や
秋
愁

口
ず
さ
む
昭
和
演
歌
や
秋
の
空

〔
秋
の
空
に
似
合
う
昭
和
演
歌
に
ど
ん
な
歌
が
あ
る
だ
ろ

う
か
、
と
ふ
と
考
え
た
。
戦
争
を
挟
ん
で
六
十
余
年
、
暗

い
時
代
、
明
る
い
時
代
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
中
で
、
平
和
を
求

め
た
昭
和
中
頃
の
希
望
に
満
ち
た
歌
々
で
あ
っ
た
か
と
思

う
。
現
在
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
皆
高
齢
者
。
演
歌
で
元

気
を
貰
っ
た
年
代
で
あ
る
。
贔
屓
の
歌
手
が
い
て
贔
屓
の

歌
が
あ
る
。
時
代
は
過
ぎ
て
も
感
性
は
い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
。
歌
は
心
の
支
え
で
も
あ
る
〕

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　

森
　
律
子

非
日
系
甥
の
デ
リ
ベ
リ
ー
暖
か
し

風
鈴
や
癒
し
の
香
り
風
に
の
り

事
務
机
そ
ろ
え
ろ
息
子
コ
ロ
ナ
禍
に

日
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
君
恵

梅
の
花
け
な
げ
に
満
開
コ
ロ
ナ
下
で

買
い
物
も
三
日
に
一
度
水
温
む

〔
コ
ロ
ナ
禍
下
に
お
い
て
三
日
お
き
に
買
物
に
出
か
け
ら
れ

る
と
は
う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
。
当
国
で
は
た
と
え
急
ぎ

の
用
事
で
あ
っ
て
も
高
齢
者
は
外
出
厳
禁
。
家
族
同
伴
か

子
息
に
頼
む
し
か
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
を
比
較
し
て

も
詮
無
い
こ
と
だ
が
、
死
者
数
は
４
０
対
１
の
比
率
。
し

か
し
ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に
〝
緊
急
事
態
〟
を
宣
言
し
て

い
る
。
死
に
対
す
る
意
識
の
違
い
が
歴
然
と
し
て
い
る
証

拠
だ
。
水
温
む
春
の
中
、
週
二
回
の
買
物
に
お
出
か
け
の

日
本
の
主
婦
の
姿
が
目
に
浮
ぶ
〕

幼
き
子
弟
生
ま
れ
姉
の
顔

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　

浦
野
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ

フ
ィッ
ク
ス
の
剪
定
さ
れ
て
清
々
し

朝
市
や
サ
ビ
ア
も
共
に
囃
し
立
て

ひ
ら
ひ
ら
と
た
わ
む
れ
遊
ぶ
秋
の
蝶

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

大
庭
リ
ジ
ア

若
か
り
し
思
い
人
偲
び
赤
面
す

乱
世
の
夜
咲
け
り
命
世
界
救
う

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
愉
悦
に
浸
る
一
歳
児

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　

藤
井
ひ
ろ
す
け

虎
落
笛
異
国
が
終
の
墳
墓
の
地

耳
の
奥
別
れ
に
故
郷
（
く
に
）
の
虎
落
笛

蹴
散
ら
し
て
児
が
落
ち
葉
踏
む
散
歩
道

咳
一つ
皆
を
静
め
て
話
し
出
す

毛
布
出
し
手
の
感
触
を
鼻
で
嗅
ぐ

■
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
親
和
川
柳
会

３
月
課
題
「
満
願
」

神
仏
に
頼
り
満
願
裏
切
ら
れ　
　
　
　

山
崎
　
栄
治

百
歳
も
満
願
叶
い
健
康
体　
　
　
　
　

上
川
　
好
秋

老
い
る
日
々
こ
の
世
に
平
和
満
願
し　
　

桜
井
し
ず
え

満
願
の
コ
ロ
ナ
滅
び
る
日
を
待
て
る　
　

中
川
千
江
子

神
仏
に
満
願
立
て
た
戦
争
中　
　
　
　

河
崎
　
節
子

満
願
は
弱
い
女
の
神
頼
み　
　
　
　
　

島
田
喜
久
枝

生
き
る
術
満
願
常
に
在
り
難
し　
　
　

栄
森
さ
か
え

満
願
の
生
き
永
ら
え
て
老
い
の
幸　
　

斉
藤
　
蒼
山

満
願
は
子
等
孫
達
の
健
康
を　
　
　
　

福
田
　
宏
子

計
を
立
て
満
願
成
る
か
先
ず
前
進　
　

高
橋
　
和
子

満
願
の
ワ
ク
チ
ン
打
っ
て
Ｖ
サ
イ
ン　
　

武
内
　
良
平

満
願
を
期
待
し
な
が
ら
努
力
す
る　
　

平
間
　
輝
美

満
願
で
な
い
が
生
か
さ
れ
感
謝
す
る　

久
保
　
久
子

満
願
を
果
た
し
た
朝
の
さ
わ
や
か
さ 　

今
立
　
　
帰

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
祈
る
満
願
日　
　
　

   

鈴
木
　
甘
雨

■
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
生
吟
社

３
月
課
題
「
青
春
」

ま
だ
響
く
青
春
時
代
の
斧
の
音　
　
　

今
立
　
　
帰

青
春
の
夢
乗
せ
重
き
移
民
船　
　
　
　

大
城
戸
節
子

老
い
た
と
て
心
青
春
背
を
伸
ば
せ　
　

大
塚
　
弥
生

■
月
曜
句
会
（
三
月
）

秋
麗
や
塀
越
す
猫
に
自
粛
な
く　
　
　

  

畔
柳
　
道
子

残
り
柿
移
民
一
世
減
る
ば
か
り　
　
　

  

須
賀
吐
句
志

吾
が
命
あ
と
幾
年
ぞ
今
朝
の
秋　
　
　

  

岩
本
　
洋
子

頬
な
で
る
風
や
は
ら
か
し
今
朝
の
秋　
　

住
谷
ひ
さ
お

柿
売
り
の
今
日
は
来
る
か
と
自
粛
中　

富
岡
　
絹
子

今
朝
の
秋
人
な
き
道
に
見
つ
け
た
り　
　

浅
海
喜
世
子

靴
の
紐
キ
ュ
ー
ッ
と
し
め
て
今
朝
の
秋　

脇
山
千
寿
子

コ
ロ
ナ
禍
に
人
来
ぬ
農
園
柿
熟
す　
　

近
藤
佐
代
子

何
よ
り
も
自
然
を
愛
す
今
朝
の
秋　
　

鹿
島
　
和
江

並
ん
で
は
大
根
を
蒔
く
父
母
だ
っ
た　

   

作
野
　
敏
子

ア
レ
ル
イ
ア
坂
道
多
き
ポ
ン
ペ
イ
ア　

   

白
石
　
幸
子

精
一
杯
生
き
て
ア
マ
ゾ
ン
椰
子
嵐　
　
　

榎
　
す
え
子

よ
し
や
る
ぞ
掛
け
声
派
手
に
大
根
蒔
く  

高
木
み
よ
子

立
秋
や
人
な
き
座
敷
灯
を
と
も
す　
　

浅
海
　
護
也

大
根
を
蒔
け
ば
自
由
に
食
べ
ら
れ
る　

佐
々
木
友
栄

喉
越
し
の
甘
露
と
は
こ
れ
熟
柿
吸
う　

前
田
　
昌
弘

流
れ
来
る
賛
美
歌
称
え
ア
レ
ル
イ
ア　

渡
辺
　
悦
子

過
疎
の
地
に
実
り
し
ま
ま
の
柿
大
樹　

   

伊
那
　
　
宏

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　

 　

藤
井
　
美
智
子

旅
先
の
落
ち
葉
手
帳
に
挟
み
け
り

カ
ラ
カ
ラ
と
落
ち
葉
巻
き
上
げ
つ
む
じ
風

う
た
た
寝
の
夫
に
掛
け
や
る
毛
布
か
な

義
姉
逝
き
し
窓
打
つ
風
や
虎
落
笛

耳
鳴
り
の
止
ま
ぬ
寝
所
の
虎
落
笛

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　

久
間
　
か
つ
子

う
た
た
ね
や
そ
っ
と
毛
布
の
掛
け
て
あ
り

一
枚
の
毛
布
取
り
合
う
仲
の
良
さ

咳
こ
ん
で
優
し
く
背
中
さ
す
る
人

落
ち
葉
踏
む
音
サ
ク
サ
ク
と
つ
い
て
来
る 

早
朝
や
落
ち
葉
掃
く
人
通
り
過
ぐ

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

大
内
　
和
美

落
葉
踏
む
我
が
家
に
続
く
な
れ
た
道

落
葉
散
り
枯
木
の
向
こ
う
青
き
空

咳
す
れ
ば
乗
客
の
目
が
殺
気
立
ち

暑
が
り
の
毛
布
い
ら
ぬ
と
足
蹴
り
し

咳
一つ
出
来
ぬ
ご
時
世
息
つ
め
て

サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
知
恵

小
走
り
に
庭
を
駆
け
れ
ば
小
鳥
来
る

吹
き
つ
け
る
所
狭
し
と
秋
の
風

大
都
会
カ
ラ
ピ
ッ
シ
ョ
ま
で
柔
ら
か
く

種
取
っ
て
栗
の
代
用
ザ
ボ
ン
の
実

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
揺
れ
る
日
の
丸
冬
ぬ
く
し

〔
東
京
五
輪
も
あ
と
二
ヶ
月
余
り
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
も
二
波
三
波
と
押
寄
せ
情
勢
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
五
輪

開
催
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
賛
否
で
揺
れ
る
開
催
国

日
本
。
最
終
決
断
は
六
月
に
入
っ
て
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

無
理
し
て
で
も
開
催
に
も
っ
て
行
き
た
い
主
催
者
側
の
事

情
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ま
ま
で
果
た
し
て
健
全
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
か
等
々
、
多
く
の
人
の
様
々

な
思
惑
が
絡
ん
で
揺
れ
に
揺
れ
る〝
日
の
丸
〟で
あ
る
。「
冬

熱
し
」で
は
な
く〈
冬
ぬ
く
し
〉と
し
た
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
。（
開

催
期
七
、八
月
は
南
半
球
で
は
冬
）〕

パ
ラ
ゴ
ミ
ナ
ス　
　
　
　
　
　

竹
下
　
澄
子

朝
虹
や
思
わ
ず
溢
る
一
行
詩　

母
の
味
欲
し
く
て
小
豆
蒔
き
に
け
り

マ
ス
ク
し
て
譲
ら
ぬ
事
態
戦
中
派

日
に
一
句
生
の
証
や
小
鳥
来
る

回
し
見
る
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
手
も
真
っ
赤

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
　
悦
子

猛
威
震
う
変
異
ウ
イ
ル
ス
雨
季
深
む

深
き
夜
の
惜
別
の
情
木
の
実
降
る

誕
生
月
五
月
の
歩
み
前
向
き
に　
　
　
　
　
　

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
　
す
え
子

永
遠
と
続
く
や
ゴ
ム
の
木
芭
蕉
の
木

一
筋
の
ア
カ
ラ
街
道
風
の
渦

炎
天
下
知
人
の
墓
に
手
を
合
わ
す　
　
　
　
　
　
　

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
富
香
代
子

孫
と
み
る
雨
期
夕
焼
け
の
消
ゆ
る
ま
で

子
ら
の
掌
に
卵
彩
る
イ
ー
ス
タ
ー

い
つ
の
間
に
庭
に
誇
り
の
鳳
仙
花

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
永
　
節
子

森
を
背
に
さ
ら
さ
ら
ジ
ュ
ー
ト
の
白
さ
か
な

ウ
ッ
チ
ン
ガ
に
睦
ま
じ
き
家
族
の
カ
ピ
バ
ー
ラ

齧
り
付
く
焼
き
も
ろ
こ
し
の
今
が
旬

ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
田
ロ
ー
ザ

見
る
ほ
ど
に
あ
で
や
か
さ
増
す
ア
マ
ゾ
ン
百
合

母
の
日
の
巻
き
寿
司
作
り
賑
や
か
に

母
の
日
や
娘
の
巻
き
寿
司
褒
め
称
う

〔
母
の
日
の
ご
当
人
が
、
わ
が
娘
の
母
の
た
め
に
作
っ
た
巻

き
寿
司
が
お
い
し
い
と
て
、
家
族
の
者
皆
で
褒
め
称
え
た

と
い
う
温
か
み
の
溢
れ
る
一
句
で
あ
る
。
巻
き
寿
司
は
な

か
な
か
要
領
が
い
る
。
馴
れ
ぬ
人
に
は
作
れ
な
い
。
寿
司

ご
飯
の
煮
え
具
合
や
味
加
減
か
ら
始
ま
る
一
連
の
作
業
は
、

年
季
な
く
し
て
は
出
来
な
い
も
の
だ
。
母
か
ら
教
え
ら
れ

る
ま
ま
に
作
っ
て
き
た
寿
司
も
今
で
は
す
っ
か
り
お
手
の
物

に
な
り
、
宴
の
食
卓
の
一
切
を
任
さ
れ
る
ま
で
に
上
達
し

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
震
災
伝
え
る

石
巻
に
残
っ
た
英
国
人
語
り
部

　
【
共
同
】
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
が
出
た
宮
城

県
石
巻
市
に
住
み
続
け
、
被

災
地
の
歩
み
を
発
信
す
る
英

国
人
男
性
が
い
る
。
市
の
資

料
館
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
情

報
交
流
館
中
央
館
」
館
長
の

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ル
バ
ー

シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん
（
５
５
）。

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
語
り

部
と
し
て
「
隠
さ
ず
大
げ
さ

に
も
せ
ず
、
素
直
に
伝
え
る

こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　

１
９
８
０
年
代
、「
就
職

に
有
利
か
な
」
と
ロ
ン
ド
ン

大
で
日
本
語
を
学
ん
だ
。
卒

業
後
、
山
形
県
鶴
岡
市
で
高

読
者
文
芸
投
稿
募
集

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
「
読
者
文
芸

欄
」
係
ま
で
。

Ｅ
メ
ー
ル
：bunguei.nk @gmail.com

ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

上
妻
博
彦
選 

第
三
水
曜

◎
ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

投
句
送
り
先

H
IROSH

I INA
C.P.73, Alum

inio-SP
CEP 18125-000
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校
の
英
語
指
導
助
手
と
し
て

充
実
し
た
２
年
間
を
過
ご

し
、
東
北
の
自
然
の
美
し
さ

に
も
魅
せ
ら
れ
た
。

　

９
３
年
、
石
巻
市
の
石
巻

専
修
大
に
英
語
講
師
と
し
て

就
職
。
当
初
は
知
人
も
お
ら

ず
孤
独
を
感
じ
た
が
、
地
元

の
市
民
劇
団
で
外
国
人
役
を

演
じ
た
こ
と
で
一
気
に
交
友

関
係
が
広
が
っ
た
。「『
ガ
イ

ジ
ン
』で
は
な
く
、リ
チ
ャ
ー

ド
と
い
う
一
個
人
と
し
て
受

け
入
れ
て
く
れ
た
」

　

日
本
に
な
じ
ん
だ
２
０
１

１
年
、
震
災
が
発
生
。
内
陸

に
あ
る
大
学
に
い
た
た
め
無

事
だ
っ
た
が
、
大
切
な
親
友

た
。
母
か
ら
娘
へ
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
娘
へ
と
、
こ
う
し
て

家
庭
の
味
が
伝
え
ら
れ
て
行
く
。
味
も
伝
承
文
化
の
一つ
、

そ
の
原
型
が
家
庭
の
中
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
〕

鍬
を
引
き
額
に
汗
の
青
春　
　
　
　
　

井
上
　
風
車

老
い
た
と
て
心
は
い
つ
も
青
春
に　
　
　

西
田
は
る
の

出
来
る
な
ら
も
一
度
欲
し
い
青
春
が　
　

比
嘉
　
洋
子

今
か
ら
が
青
春
時
代
生
き
て
行
く        

堀
江
　
　
渚

老
い
ゆ
る
も
夢
持
つ
限
り
青
春
だ　
　

   

早
川
　
量
通

青
春
の
叶
わ
ぬ
夢
は
咲
い
た
ま
ま      　

渡
辺
　
文
子

青
春
の
夢
の
欠
片
が
ま
だ
疼
く　
　

     

青
井
　
万
賀

を
失
っ
た
。
数
日
後
、
英
国

大
使
館
か
ら
連
絡
を
求
め
る

メ
ー
ル
を
受
け
た
。
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
性
物
質
の
大
量
放
出

を
受
け
、
国
外
退
避
も
一
つ

の
選
択
肢
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

大
使
館
職
員
の
迎
え
で
仙

台
市
に
入
っ
た
が
「
友
人
が

一
番
困
っ
て
い
る
今
、
帰
国

す
れ
ば
自
分
で
自
分
を
許
せ

な
く
な
る
」。
一
晩
悩
み
抜

い
た
末
、
石
巻
に
残
る
と
決

め
た
。
そ
の
時
、
滞
在
先
の

ホ
テ
ル
の
窓
に
朝
日
が
差
し

た
。「
正
し
い
選
択
だ
」
と

言
わ
れ
た
気
が
し
た
。

　

大
学
退
職
後
の
１
５
年
、

石
巻
市
に
請
わ
れ
て
館
長
に

就
任
。
避
難
所
生
活
の
実
態

も
含
め
、
被
害
や
復
興
の
道

の
り
を
あ
り
の
ま
ま
に
語
っ

て
き
た
。
多
く
の
児
童
が
亡

く
な
っ
た
大
川
小
の「
悲
劇
」

も
、
当
時
の
避
難
誘
導
の
難

し
さ
を
想
像
し
な
が
ら
知
り

う
る
限
り
話
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
で
、

来
館
者
は
激
減
。
人
が
人
と

接
し
て
伝
え
る
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
。
震
災
か
ら

１
０
年
が
過
ぎ
て
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
風
景

の
変
化
に
は
さ
び
し
さ
も
。

　
「
少
し
荒
っ
ぽ
い
け
ど
温

か
い
。
町
が
変
わ
っ
て
も
、

私
が
好
き
な
石
巻
人
の
気
質

は
変
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
で

す
ね
」。
そ
の
目
は
、
土
地

へ
の
愛
に
満
ち
て
い
た
。



（５）　　　　　　　　　第５７２７号 ２０２１（令和三）年　　５月　１２日（水曜日）

　
【
共
同
】
政
府
は
１
２
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
を
６
都
府
県
に

拡
大
し
た
。
３
１
日
ま
で
適
用
。
１
１
日
は
東
京
都
内
に
あ
る
国
立
美
術
館
な
ど
を
巡

り
国
と
都
の
見
解
が
食
い
違
っ
た
末
、
休
館
継
続
が
急
き
ょ
決
ま
っ
た
。
休
業
を
強
化
す

る
外
食
の
一
方
、
百
貨
店
は
営
業
拡
大
に
か
じ
を
切
る
。
公
共
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
も
含
め
て
対
応
に
は
地
域
差
や
ば
ら
つ
き
が
目
立
ち
、
市
民
生
活
に
は
一
段
の

混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
。
休
業
要
請
を
巡
る
線
引
き
に
は
不
公
平
感
が
漂
い
、
宣
言
の
効

果
自
体
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
感
染
抑
制
策
は
正
念
場
を
迎
え
た
。

に
よ
る
代
替
輸
送
に
限
界
が

あ
り
、
綱
渡
り
が
続
く
。

▼
実
績
誇
示

　

連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）

は
ロ
シ
ア
の
ハ
ッ
カ
ー
集
団

「
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
」
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
関
与
し
た
と
確
認

し
た
。
集
団
側
は
、
コ
ロ
ニ
ア

ル
が
７
日
に
被
害
に
気
付
く
ま

で
に
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
を
使
っ

て
約
１
０
０
ギ
ガ
バ
イ
ト
の

デ
ー
タ
を
盗
み
出
し
、「
身
代

金
」
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
公

開
す
る
と
脅
し
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

集
団
は
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
使
う

ツ
ー
ル
を
開
発
。
そ
れ
を
使
っ

て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
仕
掛
け
る

提
携
関
係
の
外
部
ハ
ッ
カ
ー
か

ら
、
身
代
金
な
ど
の
一
部
を
対

価
と
し
て
受
け
取
る
仕
組
み
と

さ
れ
る
。
匿
名
性
の
高
い
闇
サ

イ
ト
「
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
」
上
で

ハ
ッ
キ
ン
グ
の
実
績
を
誇
示
し

て
い
る
と
い
う
。

▼
イ
ン
フ
ラ
投
資

　
「
コ
ロ
ナ
禍
が
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
助
長
し
た
」。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
企
業
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ャ

ド
ー
ズ
共
同
創
業
者
の
チ
ャ
ペ

ル
氏
は
、
多
く
の
技
術
者
が
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
自

緊急宣言きょう６都府県に

平
日
の
全
館
営
業
に
切
り
替
え

る
。
三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
東
京
で
新
た
に
靴
や

バ
ッ
グ
、
帽
子
な
ど
を
扱
い
、

品
ぞ
ろ
え
を
増
や
す
。
そ
ご
う・

西
武
は
自
治
体
の
要
請
内
容

を
さ
ら
に
精
査
す
る
方
針
で
、

１
２
日
は
ひ
と
ま
ず
現
行
の
臨

時
休
業
・
時
短
の
営
業
態
勢
を

継
続
す
る
。

　
一
方
、
英
国
風
パ
ブ
「
Ｈ
Ｕ

Ｂ
」
を
展
開
す
る
ハ
ブ
は
１
１

日
、
全
国
約
１
０
０
店
舗
の
ほ

ぼ
全
店
を
３
１
日
ま
で
休
業
す

る
と
発
表
し
た
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
宣
言

解
除
ま
で
臨
時
休
業
す
る
方

針
。
隣
接
す
る
商
業
施
設
の
東

京
ソ
ラ
マ
チ
も
食
品
売
り
場
な

ど
を
除
い
て
休
業
を
続
け
る
。

　

プ
ロ
野
球
は
東
京
と
兵
庫
の

球
場
は
１
２
日
以
降
、
上
限

５
千
人
で
観
客
の
受
け
入
れ
を

再
開
す
る
が
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム

大
阪
は
大
阪
府
独
自
の
要
請
に

よ
り
無
観
客
試
合
が
続
く
。
対

象
地
域
に
加
わ
っ
た
愛
知
、
福

岡
は
上
限
が
５
千
人
と
な
る
。

　

宣
言
は
１
２
日
に
東
京
、
京

都
、
大
阪
、
兵
庫
の
４
都
府
県

で
延
長
、
新
た
に
愛
知
、
福
岡

両
県
も
対
象
に
。
宣
言
に
準
じ

た
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
は
、
北
海
道
な
ど
８
道
県

を
対
象
に
３
１
日
ま
で
適
用
す

る
。

　

東
京
都
美
術
館
な
ど
都
の
施

設
は
、
臨
時
休
館
や
展
覧
会
休

止
の
３
１
日
ま
で
の
延
長
を
相

次
ぎ
表
明
。
東
京
国
立
近
代

美
術
館
な
ど
都
内
の
国
立
の
５

施
設
は
１
２
日
か
ら
の
再
開
を

発
表
し
て
い
た
が
急
き
ょ
、
閉

館
継
続
が
決
ま
り
、
行
政
の
方

針
は
土
壇
場
ま
で
一
貫
性
を
欠

く
状
況
が
続
い
た
。

　

高
島
屋
は
営
業
が
認
め
ら
れ

る
「
生
活
必
需
品
」
の
範
囲

を
見
直
し
、
１
２
日
か
ら
東
京

の
店
舗
で
食
品
や
化
粧
品
に
加

え
、
新
た
に
婦
人
服
や
紳
士
服

を
販
売
す
る
。
臨
時
休
業
を
掲

げ
な
が
ら
、
実
際
は
宝
飾
品
や

美
術
品
な
ど
を
除
く
多
数
の
商

品
を
扱
う
。

　

大
丸
松
坂

屋
百
貨
店
は

東
京
で
レ
ス
ト

ラ
ン
や
介
護
用

品
の
一
部
フ
ロ

ア
を
開
き
、
京

都
、
兵
庫
は

て
求
め
た
。
出
勤
者
の
７
割
削

減
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

企
業
に
何
割
減
ら
し
て
い
る
か

と
い
っ
た
実
施
状
況
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
こ
と

　
【
共
同
】
西
村
康
稔
経
済
再

生
担
当
相
は
１
１
日
、
経
済
３

団
体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
を
改
め

異
株
の
流
行
に
よ
り
、
３
度
目

の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し

な
が
ら
も
感
染
拡
大
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
遅
れ
が
重
な
り
、

東
証
急
落
、前
日
比
909
円
安

米
株
安
、コ
ロ
ナ
拡
大
重
荷

外
食
休
業
、百
貨
店
営
業
拡
大

ば
ら
つ
く
対
応
、混
乱
懸
念

テ
レ
ワ
ー
ク　

実
施
状
況
開
示
を

企
業
に
要
請
、効
果
疑
問
視
も

コ
ロ
ナ
第
４
波
、聖
火
直
撃

九
州
沖
縄
終
え
13
日
に
本
州
へ

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
第

４
波
」
が
東
京
五
輪

聖
火
リ
レ
ー
を
直
撃

し
、
各
地
で
実
施
形

態
が
大
幅
に
見
直
さ

れ
て
い
る
。
大
阪
府

や
松
山
市
に
続
き
、

沖
縄
本
島
や
熊
本

市
、
福
岡
県
全
域
で

公
道
リ
レ
ー
が
中
止

に
な
っ
た
。
九
州
・

沖
縄
で
の
リ
レ
ー
は
１
２
日

で
終
了
。
１
３
日
か
ら
舞
台

が
移
る
本
州
で
も
、
山
口
県

や
、
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長

さ
れ
た
兵
庫
県
な
ど
、
公
道

を
走
ら
な
い
自
治
体
が
相
次

ぐ
見
通
し
だ
。

　

４
月
２
３
日
に
始
ま
っ
た
九

州
・
沖
縄
で
の
リ
レ
ー
は
、
第

４
波
が
猛
威
を
振
る
う
中
で
行

わ
れ
た
。
福
岡
県
で
は
５
月
１

１
〜
１
２
日
に
２
０
市
町
村

を
回
る
計
画
だ
っ
た
が
、
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
公

道
で
は
中
止
。
福
岡
市
（
１

１
日
）、
北
九
州
市
（
１
２

日
）
で
、
無
観
客
の
点
火
セ
レ

モ
ニ
ー
の
み
開
催
さ
れ
、
ラ
ン

ナ
ー
が
「
ト
ー
チ
キ
ス
」
で
聖

火
を
受
け
渡
す
。

　

沖
縄
県
で
は
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
、

沖
縄
本
島
で
５
月
１
〜
２
日
、

名
護
市
民
会
館
周
辺
と
糸
満

市
の
平
和
祈
念
公
園
を
ラ
ン

ナ
ー
が
周
回
。
宮
古
島
市
で
の

走
行
は
中
止
さ
れ
、
代
替
措

置
も
な
か
っ
た
。

　

５
月
６
日
の
熊
本
市
で
も
、

ラ
ン
ナ
ー
が
熊
本
城
二
の
丸
駐

車
場
を
周
回
し
、
一
般
客
の
入

場
は
規
制
さ
れ
た
。
大
分
市
と

長
崎
市
で
は
、
密
集
が
予
想
さ

れ
る
一
部
区
間
を
ル
ー
ト
か
ら

聖火リレー  13日から本州へ

コ
ロ
ナ
政
策
を

見
開
き
で
批
判

宝
島
社
「
政
治
に
殺
さ
れ
る
」

　
【
共
同
】
出
版
社
の
宝
島
社

は
約
１
２
億
８
９
０
０
万
株
。

　

東
京
市
場
は
朝
方
か
ら
売

り
優
勢
で
、
午
後
に
か
け
て
平

均
株
価
の
下
げ
幅
が
拡
大
し
、

一
時
１
０
０
０
円
に
迫
っ
た
。

１
０
日
に
米
国
の
量
的
金
融
緩

和
策
が
縮
小
さ
れ
る
時
期
が
早

ま
る
と
の
観
測
か
ら
ハ
イ
テ
ク

株
主
体
の
米
ナ
ス
ダ
ッ
ク
総
合

指
数
が
大
幅
に
下
げ
、
米
ダ
ウ

工
業
株
３
０
種
平
均
も
取
引
時

間
中
の
過
去
最
高
値
圏
か
ら
下

落
へ
転
じ
る
な
ど
荒
い
値
動
き

と
な
っ
た
流
れ
を
引
き
継
い
だ
。

　
こ
れ
ま
で
上
昇
が
目
立
っ
た

半
導
体
関
連
株
を
中
心
に
当
面

の
利
益
を
確
定
す
る
売
り
が
出

た
。
香
港
な
ど
の
ア
ジ
ア
株
が

値
下
が
り
し
て
推
移
し
た
こ
と

も
、
投
資
家
心
理
を
さ
ら
に
冷

や
し
た
。

　

国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
変

　
【
共
同
】
１
１
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価

（
２
２
５
種
）
は
急
落
し
た
。

前
日
比
９
０
９
円
７
５
銭

安
の
２
万
８
６
０
８
円
５
９

銭
で
取
引
を
終
え
、
終
値
の

下
げ
幅
は
２
月
２
６
日
の

１
２
０
２
円
２
６
銭
に
次
ぐ

今
年
２
番
目
の
大
き
さ
。
前

日
の
米
国
株
の
下
落
を
受
け
、

半
導
体
関
連
な
ど
幅
広
い
銘

柄
で
売
り
注
文
が
膨
ら
ん
だ
。

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
へ
の
懸
念
も
重
荷
と

な
っ
た
。

　

東
証
株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
）
は
４
６・３
５
ポ
イ
ン
ト
安

の
１
９
０
５・
９
２
。
出
来
高

ス
ギ
Ｈ
Ｄ
会
長
の
接
種
で
便
宜

「
不
公
平
」
取
り
消
し
謝
罪

市
民
で
薬
局
大
手
ス
ギ
薬
局

を
経
営
す
る
「
ス
ギ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
」（
同
県
大
府
市
）

の
杉
浦
広
一
会
長
（
７
０
）
と

妻
（
６
７
）
の
予
約
を
優
先
的

に
確
保
し
て
い
た
こ
と
が
１
１

日
、
西
尾
市
な
ど
へ
の
取
材
で

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
愛

知
県
西
尾
市
の
近
藤
芳
英
副

市
長
が
担
当
部
局
に
指
示
し
、

分
か
っ
た
。

　

市
に
よ
る
と
、
予
約
の
特
別

対
応
は
同
社
秘
書
ら
に
再
三
依

頼
さ
れ
、
担
当
課
が
断
っ
た
も

の
の
、
最
終
的
に
副
市
長
と
健

康
福
祉
部
長
が
相
談
し
て
配
慮

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
副
市
長

は
「
行
政
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
、
大
変
申
し
訳
な
い
」

と
陳
謝
、
予
約
は
既
に
取
り
消

し
た
と
述
べ
た
。

　

同
社
は
取
材
に「
便
宜
を
図
っ

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た
認
識

は
な
かった
が
、
事
実
関
係
を
現

在
再
確
認
し
て
い
る
」
と
し
た
。

河
野
太
郎
行
政
改
革
担
当
相

は
記
者
会
見
で「
全
く
必
要
の

な
い
対
応
だった
」
と
批
判
し
た
。

　

副
市
長
や
市
に
よ
る
と
、
今

年
４
月
、
同
社
側
か
ら
「
高

齢
者
の
施
設
入
所
者
枠
で
接
種

で
き
な
い
か
」「
会
長
夫
妻
は

薬
剤
師
な
の
で
、
医
療
従
事
者

の
優
先
接
種
が
で
き
な
い
か
」

と
、
担
当
課
な
ど
に
繰
り
返
し

打
診
が
あ
っ
た
。

　

同
市
で
は
５
月
６
日
に
６
５

歳
以
上
の
接
種
受
け
付
け
を
開

始
。
本
来
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
電
話
す
る
な
ど
し
て
申
し
込

む
必
要
が
あ
る
が
、
夫
妻
は
直

接
、
健
康
課
に
連
絡
す
る
こ
と

で
予
約
で
き
る
よ
う
便
宜
が
図

ら
れ
、
５
月
１
０
日
が
接
種
日

と
し
て
仮
押
さ
え
さ
れ
た
。

　

市
に
よ
る
と
、
同
社
と
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
連

携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
副
市

長
は「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
支
援
を
も
ら
って
い
て
、
何

ら
か
の
形
で
お
返
し
で
き
な
い
か

と
思
っ
た
。
担
当
課
が
何
度
か

断
っ
た
が
、
強
い
要
望
に
毅
然
と

断
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と

釈
明
し
た
。
中
村
健
市
長
は

記
者
会
見
し「
市
民
の
信
用
を

著
し
く
損
ね
て
し
ま
い
、
心
か

ら
お
わ
び
す
る
」
と
謝
罪
し
た
。

下
げ
幅
今
年
２
番
目

国
内
経
済
の
回
復

時
期
が
夏
場
以
降

に
ず
れ
込
む
と
の

懸
念
が
強
ま
っ
た
こ

と
も
売
り
材
料
と

な
っ
た
。

　

三
井
住
友
Ｄ
Ｓ

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
市
川
雅
浩

チ
ー
フ
マ
ー
ケ
ッ
ト

ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

は
「
市
場
で
企
業

業
績
の
早
期
回
復
へ

の
期
待
が
高
か
っ
た

が
、
企
業
側
が
先
行
き
に
慎

重
な
見
方
を
示
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
当
面
は
大
幅
な
株
価

上
昇
が
見
通
し
に
く
い
と
分
析

し
た
。

急落した日経平均株価の終値を示すボード＝
11日午後、東京都中央区 （共同）

Ｊ
リ
ー
グ
の
Ｇ
大
阪
と
Ｃ
大
阪

の
ホ
ー
ム
試
合
は
１
２
日
以
降

も
無
観
客
で
開
催
さ
れ
る
。

き
だ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
締

め
く
く
っ
て
い
る
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
「
こ
れ
か

ら
こ
う
い
う
声
が
も
っ
と
上
が
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
」「
も
っ

と
政
治
に
対
し
て
声
を
上
げ
る

べ
き
な
の
に
そ
の
文
化
が
あ
ま

り
に
な
さ
す
ぎ
る
」
な
ど
と
共

感
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

宝
島
社
は
１
９
９
８
年
か

で
取
材
に
応
じ
た
。
一
時
は
酸

素
投
与
が
必
要
な
中
等
症
ま
で

悪
化
し
た
と
い
う
。「
治
療
中
は

医
師
を
信
頼
し
、
自
分
に
打
ち

勝
つ
こ
と
が
大
事
。
感
染
し
て

も
必
ず
治
る
と
信
じ
て
」
と
陽

性
者
ら
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
６

月
生
ま
れ
の
伊
東
さ
ん
は
健
康

に
自
信
が
あ
り
、
１
０
０
歳
に

「
こ
の
一
年
は
、
い
っ
た
い
何

だ
っ
た
の
か
」「
無
理
を
強
い
る

だ
け
で
、
な
に
ひ
と
つ
変
わ
ら

な
い
で
は
な
い
か
」
と
し
、「
今

こ
そ
、
怒
り
の
声
を
あ
げ
る
べ

宅
か
ら
遠
隔
で
制
御
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
隙
を
突
か
れ

た
と
み
る
。
米
国
は
民
間
企

業
が
管
理
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
設
備
が
多
く
、
制
御
シ
ス
テ

ム
の
老
朽
化
が
目
立
つ
こ
と
も

懸
念
材
料
だ
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
１
０

日
の
演
説
で
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
民
間
企
業

の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
に
、

４
月
に
新
た
な
官
民
合
同
の

取
り
組
み
を
開
始
し
た
」
と

説
明
。
電
気
事
業
を
皮
切
り

に
、
天
然
ガ
ス
や
水
道
事
業

に
も
広
げ
て
い
く
と
強
調
し

た
。
目
玉
政
策
と
し
て
打
ち

出
し
た
イ
ン
フ
ラ
投
資
計
画
の

真
価
が
問
わ
れ
る
。

な
っ
て
も
座
っ
た
状
態
で
両
脚
を

上
げ
る
「
Ｖ
字
バ
ラ
ン
ス
」
が

で
き
る
ほ
ど
で
「
ま
さ
か
自
分

が
か
か
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
１
０
０
年
の
人

生
で
１
カ
月
に
及
ぶ
入
院
は
初

め
て
だ
っ
た
。

　

１
月
１
０
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
陽
性
が
判
明
し
、
翌
１
１
日

に
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院
。

最
初
は
軽
い
せ
き
が
出
る
程
度

だ
っ
た
が
、
入
院
３
日
目
ご
ろ

に
発
熱
し
、
一
時
は
３
８
度
台

ま
で
上
が
り
、
酸
素
投
与
が
必

要
に
な
っ
た
。

　

た
だ
治
療
は
、
酸
素
投
与
の

状
態
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
時

も
あ
る
ぐ
ら
い
「
苦
で
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
酸
素
投
与
は
約

２
週
間
で
終
わ
り
、
川
柳
を
詠

む
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

み
、
２
月
５
日
に
退
院
し
た
。

　

詠
ん
だ
川
柳
を
担
当
医
が

「
面
白
が
っ
て
く
れ
た
」
の
も

励
み
と
な
り
「
素
晴
ら
し
い
先

生
の
お
か
げ
で
元
気
に
な
れ
た
。

先
生
を
信
頼
す
る
の
が
第
一
」

と
振
り
返
る
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
期
限
は

１
０
２
歳
ま
で
あ
る
と
い
う
伊

東
さ
ん
。「
世
界
遺
産
な
ど
見

た
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
コ

ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
ら
海
外
に
旅

行
に
行
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

も
要
請
。
産
業
界
か
ら
は
理
解

を
示
す
声
が
出
た
一
方
、
効
果

を
疑
問
視
す
る
見
方
も
あ
っ
た
。

　

西
村
氏
は
、
現
状
は
目
標
を

下
回
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
上
で

「
上
場
企
業
な
ど
の
大
企
業
は

取
り
組
み
を
徹
底
し
て
、
公
表

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
就

職
活
動
生
ら
が
企
業
を
選
ぶ

材
料
と
な
る
よ
う
、
就
職
支
援

サ
イ
ト
と
連
携
し
て
周
知
を
図

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

経
済
団
体
側
は
商
業
施
設

や
工
場
、
建
設
現
場
な
ど
テ
レ

ワ
ー
ク
が
難
し
い
業
種
へ
の
理

解
を
要
望
。
経
団
連
の
古
賀
信

行
審
議
員
会
議
長
は
「
数
字

が
独
り
歩
き
し
な
い
よ
う
に
配

慮
を
お
願
い
し
た
い
」
と
申
し

入
れ
た
。

　

日
立
製
作
所
は
「
取
り
組
み

の
見
え
る
化
に
つ
な
が
る
」（
広

報
）
と
し
て
、
自
主
的
に
在

宅
勤
務
の
割
合
を
開
示
。
現

在
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
地

域
で
は
８
０
〜

８
５
％
採
用
を

目
指
し
て
い
る
。

一
方
、
ダ
イ
キ
ン

工
業
の
十
河
政

則
社
長
は
１
１

日
の
決
算
会
見

で
テ
レ
ワ
ー
ク

徹
底
に
は
応
え

た
い
と
し
な
が

ら
も
「
生
産
と

サ
ー
ビ
ス
の
第
一

線
を
止
め
ら
れ
な
い
」
と
悩
ま

し
い
胸
の
内
を
明
か
し
た
。

　
「
数
字
引
き
上
げ
が
目
的
に

な
り
、
生
産
性
や
従
業
員
の

意
欲
が
犠
牲
に
な
り
か
ね
な
い
」

（
製
造
大
手
）
と
懐
疑
的
な
意

見
も
。
飲
料
食
品
メ
ー
カ
ー
関

係
者
は
「
事
業
所
が
多
い
企
業

は
手
間
が
増
え
る
だ
け
だ
」
と

た
め
息
を
つ
い
た
。

デ
ー
タ
人
質
、大
動
脈
停
止

Ｉ
Ｔ
進
展
、高
ま
る
脅
威

面
復
旧
に
は
な
お
時
間
が
か
か

る
と
認
め
た
。
停
止
は
１
週

間
程
度
に
わ
た
る
見
通
し
だ
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
全
長
８
８

０
０
キ
ロ
で
、
産
油
地
の
南
部

テ
キ
サ
ス
州
か
ら
東
部
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
延
び
る
。
自

動
車
に
使
う
ガ
ソ
リ
ン
や
航
空

機
用
の
燃
料
を
運
び
、
１
日
当

た
り
の
輸
送
量
は
東
海
岸
で
の

需
要
の
４
５
％
に
相
当
す
る
。

　

米
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
進
み
、
待
ち
に

待
っ
た
夏
場
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ズ
ン
が
間
近
だ
。
供
給
不
足
へ

の
懸
念
が
重
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン

価
格
は
上
昇
。
航
空
機
用
燃

料
は
各
空
港
に
一
定
の
備
蓄
が

あ
る
も
の
の
、タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト

ン
共
同
＝
松
尾
聡
志
、
仲
井

大
祐
】
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

大
動
脈
と
も
い
え
る
石
油
製
品

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
標
的
と
な
り
稼
働
停
止
に

追
い
込
ま
れ
た
。
機
密
デ
ー
タ

を
人
質
に
取
り
、
金
銭
を
要

求
す
る
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
手
口
だ
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
Ｉ
Ｔ
化
の

進
展
に
弾
み
が
つ
く
中
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

が
高
ま
っ
て
い
る
。

▼
綱
渡
り

　
「
シ
ス
テ
ム
修
復
に
入
念
な

作
業
が
必
要
だ
」。
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
運
営
す
る
コ
ロ
ニ
ア
ル

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
１
０
日
、
全

サイバー攻撃

日本プロ野球順位表（共同）

大相撲番付表（共同）

▲
大
阪
市
の
高
島

屋
大
阪
店
で
、一

部
の
売
り
場
を
除

き
臨
時
休
業
を
続

け
る
お
知
ら
せ
を

掲
示
す
る
担
当
者

＝
11
日
夜 （
共
同
）

ら
、
社
会
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

前
面
に
出
し
た
新
聞
広
告
を

掲
載
。
今
年
１
月
に
も
、
子

ど
も
た
ち
が
教
室
の
机
を
掃

除
す
る
写
真
を
背
景
に
「
言

わ
れ
な
く
て
も
、
や
っ
て
ま

す
。」
と
の
言
葉
を
添
え
、「
感

染
拡
大
は
、
個
人
の
責
任
だ

そ
う
で
す
。」
と
風
刺
し
話
題

に
な
っ
た
。

　
【
共
同
】
１
０
０
歳
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
１

月
に
入
院
し
、
１
カ
月
ほ
ど
で

回
復
、
退
院
し
た
大
津
市
の
伊

東
綾
子
さ
ん
が
１
１
日
、
市
内

▲
記
者
会
見
で
謝
罪
の
言
葉
を
述

べ
る
愛
知
県
西
尾
市
の
近
藤
芳
英

副
市
長
＝
11
日
午
前
、
西
尾
市
役

所 （
共
同
）

100
歳
女
性
、１
カ

月
で
コ
ロ
ナ
回
復

「
必
ず
治
る
と
信
じ
て
」

除
外
し
た
。

　

宮
崎
県
で
は
、
日
向
市
と
都

城
市
で
準
備
し
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
が
見
送
り
に
。
佐
賀
県
や
鹿

児
島
県
で

も
、
予
定
し

て
い
た
イ
ベ

ン
ト
を
中
止

し
た
り
、
観

客
数
を
制

限
し
た
り
し

た
。

　

熊
本
県
の

担
当
者
は
、
熊
本
市
で
の
公
道

リ
レ
ー
の
中
止
は
感
染
対
策
に

必
要
だ
っ
た
と
し
た
上
で
「
ラ

ン
ナ
ー
に
は
申
し
訳
な
い
」。

福
岡
県
の
担
当
者
は
「
他
と
は

違
う
形
式
か
も
し
れ
な
い
が
、

ラ
ン
ナ
ー
に
は
セ
レ
モ
ニ
ー
に

参
加
し
、
一
生
の
思
い
出
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

福
岡
県
か
ら
聖
火
を
引
き
継

ぐ
山
口
県
は
、
５
月
１
３
日
は

公
道
リ
レ
ー
を
中
止
す
る
と
公

表
。
広
島
県
や
岡
山
県
、
兵

庫
県
、
京
都
府
も
公
道
で
は
取

り
や
め
る
方
向
だ
。

　

大
会
組
織
委
員
会
の
幹
部

は
、
相
次
ぐ
公
道
リ
レ
ー
の
中

止
で
五
輪
ム
ー
ド
の
盛
り
上
げ

に
は
程
遠
い
現
状
に
「
感
染
状

況
の
悪
化
に
加
え
、
隣
県
の
動

向
を
意
識
し
た
の
だ
ろ
う
。
知

事
の
意
向
だ
か
ら
仕
方
な
い
。

な
る
べ
く
ラ
ン
ナ
ー
が
走
れ
る

よ
う
、
代
替
措
置
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

国
立
美
術
館

は
一
転
休
館

▲
松
山
市
で

は
公
道
で
の

聖
火
リ
レ
ー
が

中
止
と
な
り
、

市
内
の
公
園
で

「
点
火
セ
レ
モ

ニ
ー
」
が
行
わ

れ
た
。
走
る
機

会
が
な
く
な
っ

た
ラ
ン
ナ
ー
が

ト
ー
チ
で
聖
火

を
つ
な
い
だ
＝

４
月 （
共
同
）

（
東
京
都
）
は
１
１
日
、
戦

時
中
に
戦
う
訓
練
を
す
る
子

ど
も
た
ち
の
写
真
を
背
景
に

「
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
。
ク
ス
リ

も
な
い
。
タ
ケ
ヤ
リ
で
戦
え

と
い
う
の
か
。
こ

の
ま
ま
じ
ゃ
、
政

治
に
殺
さ
れ
る
。」

と
政
府
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
批
判
す
る

見
開
き
２
ペ
ー
ジ

の
企
業
広
告
を
、

全
国
紙
３
紙
の

朝
刊
に
掲
載
し

た
。

　

掲
載
先
は
日
本

経
済
新
聞
、
朝
日

新
聞
、
読
売
新
聞

の
１
１
日
付
朝
刊
。

宝島社の企業広告 （共同）



O inglês Lewis Hamilton 
da Mercedes venceu o GP 
da Espanha conquistando 
sua 98ª vitória na F-1. Em 
segundo, cruzou a linha 
de chegada o holandês 
Max Verstappen, da Red 
Bull Honda, que liderou 
cerca de 80% da prova 
seguido pelo finlandês 
Valtteri Bottas.
H am i l t o n l a r g ou n a 
p o l e  p o s i t i o n ,  m a s 
fo i u l t rapassado por 
Verstappen na primeira 

A n d a m o s  n o  n o v o 
P e u g e o t  208 G r i f f e 
1.6 a u t omá t i c o q u e 
impressiona pelo design 
e pela quant idade de 
tecnologia embarcada. 
A montadora francesa 
caprichou na sofi sticação, 
n o  b om g o s t o  e  n a 
alta tecnologia. O 208 
impressiona pela ousadia 
no des ign , de l onge , 
o mais sofist icado no 
s e gm e n t o  d e  h a t c h 
compacto. Na dianteira 
o modelo ganhou uma 
nova ident idade com 
faróis Full Led e luzes 
d i u rna s em f o rma to 
de “dentes de sabre” , 

O Du s t e r I c o n 2021 
automático é um SUV 
f ác i l de d i r i g i r , com 
excelente relação custo 
benefício. O modelo vem 
equipado com seis alto 
falantes e dois tweeters 
de qualidade superior 
aos dos concorrentes VW 
T-Cross, VW Nivus e Jeep 
Renegade. O modelo é 
conhecido pelas linhas 
robustas e na versão 
2021 ,  g a n h o u m a i s 
conforto, ergonomia e 
tecnologia.
E x t e r i o r :  N a  p a r t e 
dianteira a versão 2021 
g a n h o u  u m a  n o v a 
a s s ina tura l uminosa 
com luzes diurnas em 
LED ao redor dos faróis, 
além de uma redução 
d o â n g u l o d o p a r a -
b r i s a , me lho rando a 
aerodinâmica.
Interior: O painel fo i 
redesenhado, com novo 
console, novas saídas de 
ar, painel de instrumentos 
e nova central multimídia 
c o l o r i d a  c o m  t e l a 
d e 8 po l eg ada s c om 
espelhamento para os 
sistemas Android Auto e 
Apple CarPlay.

aty@globo.comAmauri Teruo Yamazaki ‒ São Paulo ‒ SP

AUTOS
Lewis Hamilton vence 
o GP da Espanha de F-1

c u r v a .  O  h o l a n d ê s 
s e gu i a n a l i d e r an ç a 
quando na sexta volta, 
o motor da AlphaTauri 
de Yuki Tsunoda apagou 
provocando a entrada do 
safety car.
No pr ime i ro p i t s top 
d e Ve r s t a pp en p a r a 
troca de pneus houve 
u m  m a l - e n t e n d i d o 
entre os mecânicos que 
demoraram para trocar 
uma das rodas traseiras 
da Red Bull, prejudicando 

exclusividade Peugeot. 
O 208 é fácil de dirigir e 
chama atenção por onde 
passa pelo design e pelas 
luzes diurnas exclusivas.
Pa ine l D ig i ta l 3D : O 
painel de instrumentos é 
digital em 3ª dimensão 
e configurável conforme 
a  p r e f e r ê n c i a  d o 
motorista com diversas 
o p ç õ e s  d e  l a y o u t . 
É o único a agregar este 
recurso no segmento. 
A centra l mul t imíd ia 
sensível ao toque é de 
sete polegadas com os 
sistemas Google Android 
e Apple CarPlay. 
N a s  v e r s õ e s  G r i f f e 

O novo ar-condicionado 
d i g i t a l  s e  m o s t r o u 
eficiente na refrigeração 
e no aquec imento da 
c a b i n e .  O s  b a n c o s 
ganharam espumas mais 
longas com melhor apoio 
lateral.
Motor: 4 cilindros, 1.6, 
16V, flex, com recurso 
Star t& Stop, entrega 120 
cv de potência a 5.500 
r pm e 16,2 k g fm d e 
torque com etanol.
Câmbio: CVT X-Tronic 
a u t omá t i c o t ambém 
p r o p o r c i o n a  t r o c a 
manual na alavanca de 
câmbio. 
Consumo: Duran te o 
per íodo de ava l iação 
somente com o motorista 
s e m  b a g a g e m  o 
consumo foi de 6,5 km/l, 
abastecido com etanol.
Chave Cartão: O Duster 
v em com uma chave 
em formato de cartão 
t ipo Hands Free, com 
d e s t r a v a m e n t o  d o 
veículo por aproximação, 
proporc ionando uma 
grande comodidade para 
o motorista.
S i s t ema Mu l t i v i ew : 
Con s i s t e em q u a t r o 

o piloto que mesmo assim 
retornou na primeira 
colocação.
Faltando seis voltas para 
o final Max Verstappen 
seguia na liderança, mas 
foi ultrapassado pelo 
inglês da Mercedes que 
tinha pneus em melhores 
condições após a segunda 
troca de pneus. Após ser 
ultrapassado, o holandês 
p a r o u  n o s  b o x e s  e 
colocou pneus macios e 
com isso cravou a melhor 
volta da prova. No final 
da corrida, Verstappen 
disse que fez de tudo 
para seguir na liderança, 
mas que a Mercedes 
estava mais rápida e ele 
não tinha como manter a 
primeira posição.
Yuki Tsunoda
O p i l o t o j a ponê s d a 
AlphaTauri Honda ainda 
está se adaptando ao 
carro e aos poucos vai 
desenvo lvendo o seu 
potencial na equipe, mas 
a pressão é grande.

e  A l l u r e  o  208 v em 
e q u i p a d o  c om s e i s 
airbags, além de bancos 
em couro sintético de alta 
qualidade. 
Carregador de smartphone:
Sem fi o, por indução. 
Motor :  D i a n t e i r o ,  4 
c i l i n d r o s ,  1.6,  F l e x , 
16V, c om 118 c v d e 
potênc ia e torque de 
15,2 kgfm com etanol.  
Câmbio : Au tomá t i co 
de 6 velocidades e com 
opções nos modos “Eco” 
e “Spor t” . Durante o 
período de avaliação o 
consumo foi de 8,7 km/l 
na cidade abastecido com 
gasolina.

c âmeras , s endo uma 
dianteira, duas laterais e 
uma traseira, permitindo 
ao condutor alterar a 
v isual ização entre as 
imagens pelo Easy Link 
para obter uma visão 
de todas as direções do 
veículo.
Outro equipamento que 
foi agregado na versão 
topo de l inha 2021 é 
o sensor crepuscular, 
que acende os faró is 
nos túneis, garagens ou 
quando escurece.
Alerta de Ponto Cego: 
Outro item importante 
d e  s e g u r a n ç a  f o i  a 
inclusão do alerta do 
ponto cego, que acende 
uma luz amare la nos 
retrovisores externos 
quando o veículo detecta 
um veículo na zona cega 
do motorista.
Rodas: Liga leve de 17 
polegadas diamantadas 
na versão topo de linha 
Iconic.
Pneu s :  C o n t i n e n t a l 
215/65/17. 
Porta-malas: 475 litros. 
Tanque de combustível: 
50 litros. 
Altura do solo: 237 mm.

Novo Peugeot 208 
Griff e automático

Renault Duster Iconic 
2021 Automático

 ANO XXIV  –  Nº 5727 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 12 DE MAIO DE 2021 R$ 6,00

O holandês Max Verstappen da Red Bull Honda largou em segundo e terminou 
na segunda posição.

O piloto japonês Yuki Tsunoda da AlphaTauri 
Honda abandonou devido a uma pane no motor.

Próxima Corrida: Grande Prêmio de Mônaco de F-1 - 23 de maio 2021 às 10 horas.
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Peugeot 208 Griff e (topo de linha) automático tem preço a partir de R$ 98.890,00.

Renault Duster Iconic tem preço a partir de R$ 103.690,00.
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